
JP 2013-545421 A 2013.12.19

10

(57)【要約】
【課題】ＴＤＤベースの無線通信システムにおけるＡＣ
Ｋ/ＮＡＣＫ送信方法を提供する。
【解決手段】２個のサービングセルの各々でアップリン
クサブフレームｎと連結されたＭ(Ｍ>２)個のダウンリ
ンクサブフレームを受信する段階、受信したＭ個のダウ
ンリンクサブフレームに基づいて４個の候補リソースを
決定する段階、アップリンクサブフレームｎで４個の候
補リソースの中から選択された一つのリソースを利用し
て、受信したＭ個のダウンリンクサブフレームに対する
ＡＣＫ/ＮＡＣＫ応答を送信する段階を含み、２個のサ
ービングセルは、第１と第２のサービングセルで構成さ
れ、４個の候補リソースのうち、第１と第２のリソース
は、第１のサービングセルで受信されたＰＤＳＣＨ又は
半静的スケジューリングを解除するＳＰＳ解除ＰＤＣＣ
Ｈに関連しており、第３と第４のリソースは、第２のサ
ービングセルで受信されたＰＤＳＣＨに関連する。
【選択図】図１０
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２個のサービングセルの各々でアップリンクサブフレームにＭ(Ｍ>２)個のダウンリン
クサブフレームが連結されたＴＤＤベースの無線通信システムにおけるＡＣＫ/ＮＡＣＫ
送信方法において、
　前記２個のサービングセルの各々でアップリンクサブフレームｎと連結されたＭ個のダ
ウンリンクサブフレームを受信する段階と、
　前記２個のサービングセルの各々で受信したＭ個のダウンリンクサブフレームに基づい
て４個の候補リソースを決定する段階と、及び、
　前記アップリンクサブフレームｎで前記４個の候補リソースの中から選択された一つの
リソースを利用することによって、前記２個のサービングセルの各々で受信したＭ個のダ
ウンリンクサブフレームに対するＡＣＫ/ＮＡＣＫ応答を送信する段階と、を含み、
　前記２個のサービングセルは、第１のサービングセル及び第２のサービングセルで構成
され、
　前記４個の候補リソースのうち、第１のリソース及び第２のリソースは、前記第１のサ
ービングセルで受信されたＰＤＳＣＨ又は半静的スケジューリングを解除するＳＰＳ解除
ＰＤＣＣＨに関連しており、第３のリソース及び第４のリソースは、前記第２のサービン
グセルで受信されたＰＤＳＣＨに関連していることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記第１のサービングセルで受信するＭ個のダウンリンクサブフレームのうち少なくと
も一つのダウンリンクサブフレームは、ダウンリンクグラントを送信するＰＤＣＣＨ及び
前記ＰＤＣＣＨに対応するＰＤＳＣＨを含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ダウンリンクグラントは、割り当てられたＰＤＳＣＨ送信を有するＰＤＣＣＨの蓄
積された個数を指示するＤＡＩを含むことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のサービングセルで受信するＭ個のダウンリンクサブフレームで、ＤＡＩ値と
して１を有する第１のＰＤＣＣＨ又はＤＡＩ値として２を有する第２のＰＤＣＣＨ検出に
より指示されるＰＤＳＣＨが受信された場合、あるいは、ＤＡＩ値として１を有する第１
のＳＰＳ解除ＰＤＣＣＨ又はＤＡＩ値として２を有する第２のＳＰＳ解除ＰＤＣＣＨが受
信された場合、
　前記４個の候補リソースのうち、前記第１のリソースは、前記第１のＰＤＣＣＨ又は前
記第１のＳＰＳ解除ＰＤＣＣＨの送信に使われた１番目のＣＣＥに基づいて決定され、
　前記第２のリソースは、前記第２のＰＤＣＣＨ又は前記第２のＳＰＳ解除ＰＤＣＣＨの
送信に使われた１番目のＣＣＥに基づいて決定されることを特徴とする請求項３に記載の
方法。
【請求項５】
　前記第１のサービングセルで受信するＭ個のダウンリンクサブフレームで、対応するＰ
ＤＣＣＨがないＳＰＳ ＰＤＳＣＨを受信する場合、
　前記４個の候補リソースのうち、前記第１のリソースは、上位階層信号により設定され
る４個のリソースの中から選択された１つのリソースであり、前記選択される一つのリソ
ースは、半静的スケジューリング活性化を指示するＰＤＣＣＨのアップリンク送信電力制
御フィールドにより指示されることを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のサービングセルで受信するＭ個のダウンリンクサブフレームで、ＤＡＩ値と
して１を有する第１のＰＤＣＣＨ検出により指示されるＰＤＳＣＨ又はＤＡＩ値として１
を有する第１のＳＰＳ解除ＰＤＣＣＨを受信する場合、
　前記４個の候補リソースのうち、前記第２のリソースは、前記第１のＰＤＣＣＨ又は前
記第１のＳＰＳ解除ＰＤＣＣＨの送信に使われた１番目のＣＣＥに基づいて決定されるこ
とを特徴とする請求項５に記載の方法。
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【請求項７】
　前記第１のサービングセルで受信するＭ個のダウンリンクサブフレームで、ＤＡＩ値と
して１を有する第３のＰＤＣＣＨ又はＤＡＩ値として２を有する第４のＰＤＣＣＨを受信
し、前記第３のＰＤＣＣＨ又は前記第４のＰＤＣＣＨ検出により指示されるＰＤＳＣＨを
前記第２のサービングセルで受信するＭ個のダウンリンクサブフレームで受信する場合、
　前記４個の候補リソースのうち、前記第３のリソースは、前記第３のＰＤＣＣＨの送信
に使われた１番目のＣＣＥに基づいて決定され、前記第４のリソースは、前記第４のＰＤ
ＣＣＨの送信に使われた１番目のＣＣＥに基づいて決定されることを特徴とする請求項３
に記載の方法。
【請求項８】
　前記第２のサービングセルで受信するＭ個のダウンリンクサブフレームで少なくとも一
つのＰＤＣＣＨを受信し、前記少なくとも一つのＰＤＣＣＨ検出により指示されるＰＤＳ
ＣＨを前記第２のサービングセルで受信する場合、
　前記４個の候補リソースのうち、前記第３のリソース及び第４のリソースは、上位階層
信号により設定される４個のリソースの中から選択され、前記選択されるリソースは、前
記少なくとも一つのＰＤＣＣＨに含まれているアップリンク送信電力制御フィールドによ
り指示されることを特徴とする請求項３に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、無線通信に関し、より詳しくは、ＴＤＤ(Ｔｉｍｅ Ｄｉｖｉｓｉｏｎ Ｄｕｐ
ｌｅｘ)ベースの無線通信システムにおいて、ＨＡＲＱ(ｈｙｂｒｉｄ ａｕｔｏｍａｔｉ
ｃ ｒｅｐｅａｔ ｒｅｑｕｅｓｔ)のための受信確認(ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ ａｃｋｎｏｗ
ｌｅｄｇｅｍｅｎｔ)を送信する方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
３ＧＰＰ(３ｒｄ Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ Ｐｒｏｊｅｃｔ)ＴＳ(
Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ)リリース(Ｒｅｌｅａｓｅ)８に基づく
ＬＴＥ(ｌｏｎｇ ｔｅｒｍ ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ)は、有力な次世代移動通信の標準である
。
【０００３】
３ＧＰＰ ＴＳ ３６.２１１ Ｖ８.７.０(２００９－０５)「Ｅｖｏｌｖｅｄ Ｕｎｉｖｅ
ｒｓａｌ Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ Ｒａｄｉｏ Ａｃｃｅｓｓ(Ｅ－ＵＴＲＡ)；Ｐｈｙｓ
ｉｃａｌ Ｃｈａｎｎｅｌｓ ａｎｄ Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ(Ｒｅｌｅａｓｅ８)」に開示
されているように、ＬＴＥにおいて、物理チャネルは、ダウンリンクチャネルであるＰＤ
ＳＣＨ(Ｐｈｙｓｉｃａｌ Ｄｏｗｎｌｉｎｋ Ｓｈａｒｅｄ Ｃｈａｎｎｅｌ)とＰＤＣＣ
Ｈ(Ｐｈｙｓｉｃａｌ Ｄｏｗｎｌｉｎｋ Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｃｈａｎｎｅｌ)、アップリン
クチャネルであるＰＵＳＣＨ(Ｐｈｙｓｉｃａｌ Ｕｐｌｉｎｋ Ｓｈａｒｅｄ Ｃｈａｎｎ
ｅｌ)とＰＵＣＣＨ(Ｐｈｙｓｉｃａｌ Ｕｐｌｉｎｋ Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｃｈａｎｎｅｌ)に
分けられる。
【０００４】
ＰＵＣＣＨは、ＨＡＲＱ(ｈｙｂｒｉｄ ａｕｔｏｍａｔｉｃ ｒｅｐｅａｔ ｒｅｑｕｅｓ
ｔ)ＡＣＫ/ＮＡＣＫ信号、ＣＱＩ(Ｃｈａｎｎｅｌ Ｑｕａｌｉｔｙ Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ)
、ＳＲ(ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ ｒｅｑｕｅｓｔ)のようなアップリンク制御情報の送信に
使われるアップリンク制御チャネルである。
【０００５】
一方、３ＧＰＰ ＬＴＥの進化である３ＧＰＰ ＬＴＥ－Ａ(ａｄｖａｎｃｅｄ)が進行して
いる。３ＧＰＰ ＬＴＥ－Ａに導入される技術には、搬送波集約(ｃａｒｒｉｅｒ ａｇｇ
ｒｅｇａｔｉｏｎ)と４個以上のアンテナポートをサポートするＭＩＭＯ(ｍｕｌｔｉｐｌ
ｅ ｉｎｐｕｔ ｍｕｌｔｉｐｌｅ ｏｕｔｐｕｔ)がある。
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【０００６】
搬送波集約は、複数のコンポーネント搬送波(ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ ｃａｒｒｉｅｒ)を使
用する。コンポーネント搬送波は、中心周波数と帯域幅により定義される。一つのダウン
リンクコンポーネント搬送波又はアップリンクコンポーネント搬送波とダウンリンクコン
ポーネント搬送波との対(ｐａｉｒ)が一つのセルに対応される。複数のダウンリンクコン
ポーネント搬送波を利用してサービスの提供を受ける端末は、複数のサービングセルから
サービスの提供を受けるということができる。
【０００７】
ＴＤＤ(Ｔｉｍｅ Ｄｉｖｉｓｉｏｎ Ｄｕｐｌｅｘ)システムは、ダウンリンクとアップリ
ンクが同一の周波数を使用する。したがって、アップリンクサブフレームには一つ又はそ
れ以上のダウンリンクサブフレームが連結(ａｓｓｏｃｉａｔｅ)されている。「連結」と
は、ダウンリンクサブフレームでの送信/受信がアップリンクサブフレームでの送信/受信
と連結されていることを意味する。例えば、複数のダウンリンクサブフレームでトランス
ポートブロックを受信すると、端末は、複数のダウンリンクサブフレームに連結されたア
ップリンクサブフレームでトランスポートブロックに対するＨＡＲＱ ＡＣＫ/ＮＡＣＫを
送信する。
【０００８】
ＴＤＤシステムで、複数のサービングセルが導入されることによって、ＨＡＲＱ ＡＣＫ/
ＮＡＣＫの情報量が増加する。増加したＨＡＲＱ ＡＣＫ/ＮＡＣＫを制限された送信ビッ
トで送信するための一つ方法としてチャネル選択(ｃｈａｎｎｅｌ ｓｅｌｅｃｔｉｏｎ)
がある。チャネル選択は、複数の無線リソースを割り当て、割り当てられた複数の無線リ
ソースのうちいずれか一つの無線リソースを介して変調されたシンボルを送信する方法で
ある。無線リソースと変調されたシンボルの信号配列(ｓｉｇｎａｌ ｃｏｎｓｔｅｌｌａ
ｔｉｏｎ)によって、多様なＨＡＲＱ ＡＣＫ/ＮＡＣＫ情報を示すことができる。
【０００９】
このようなチャネル選択を複数のサービングセルをサポートする多重搬送波システムに適
用するために、どのような方式にリソースを割り当てるかが問題となる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
本発明が解決しようとする技術的課題は、ＴＤＤ(Ｔｉｍｅ Ｄｉｖｉｓｉｏｎ Ｄｕｐｌ
ｅｘ)ベースの無線通信システムにおけるＡＣＫ/ＮＡＣＫ送信方法及び装置を提供するこ
とである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
本発明の一側面による、２個のサービングセルの各々でアップリンクサブフレームにＭ(
Ｍ>２)個のダウンリンクサブフレームが連結されたＴＤＤ(Ｔｉｍｅ Ｄｉｖｉｓｉｏｎ 
Ｄｕｐｌｅｘ)ベースの無線通信システムにおけるＡＣＫ/ＮＡＣＫ送信方法は、前記２個
のサービングセルの各々でアップリンクサブフレームｎと連結されたＭ個のダウンリンク
サブフレームを受信する段階、前記２個のサービングセルの各々で受信したＭ個のダウン
リンクサブフレームに基づいて４個の候補リソースを決定する段階、及び、前記アップリ
ンクサブフレームｎで前記４個の候補リソースの中から選択された一つのリソースを利用
することによって、前記２個のサービングセルの各々で受信したＭ個のダウンリンクサブ
フレームに対するＡＣＫ/ＮＡＣＫ応答を送信する段階を含み、前記２個のサービングセ
ルは、第１のサービングセル及び第２のサービングセルで構成され、前記４個の候補リソ
ースのうち、第１のリソース及び第２のリソースは、前記第１のサービングセルで受信さ
れたＰＤＳＣＨ(ｐｈｙｓｉｃａｌ ｄｏｗｎｌｉｎｋ ｓｈａｒｅｄ ｃｈａｎｎｅｌ)又
は半静的スケジューリングを解除するＳＰＳ解除ＰＤＣＣＨに関連しており、第３のリソ
ース及び第４のリソースは、前記第２のサービングセルで受信されたＰＤＳＣＨに関連し
ていることを特徴とする。
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【００１２】
前記第１のサービングセルで受信するＭ個のダウンリンクサブフレームのうち少なくとも
一つのダウンリンクサブフレームは、ダウンリンクグラントを送信するＰＤＣＣＨ(ｐｈ
ｙｓｉｃａｌ ｄｏｗｎｌｉｎｋ ｃｏｎｔｒｏｌ ｃｈａｎｎｅｌ)及び前記ＰＤＣＣＨに
対応するＰＤＳＣＨ(ｐｈｙｓｉｃａｌ ｄｏｗｎｌｉｎｋ ｓｈａｒｅｄ ｃｈａｎｎｅｌ
)を含む。
【００１３】
前記ダウンリンクグラントは、割り当てられたＰＤＳＣＨ送信を有するＰＤＣＣＨの蓄積
された個数を指示するＤＡＩ(ｄｏｗｎｌｉｎｋ ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ ｉｎｄｅｘ)を含
む。
【００１４】
前記第１のサービングセルで受信するＭ個のダウンリンクサブフレームで、ＤＡＩ値とし
て１を有する第１のＰＤＣＣＨ又はＤＡＩ値として２を有する第２のＰＤＣＣＨ検出によ
り指示されるＰＤＳＣＨを受信したり、ＤＡＩ値として１を有する第１のＳＰＳ(ｓｅｍ
ｉ ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ)解除ＰＤＣＣＨ又はＤＡＩ値として２
を有する第２のＳＰＳ解除ＰＤＣＣＨを受信したりする場合、前記４個の候補リソースの
うち、第１のリソースは、前記第１のＰＤＣＣＨ又は前記第１のＳＰＳ解除ＰＤＣＣＨの
送信に使われた１番目のＣＣＥ(ｃｏｎｔｒｏｌ ｃｈａｎｎｅｌ ｅｌｅｍｅｎｔ)に基づ
いて決定され、第２のリソースは、前記第２のＰＤＣＣＨ又は前記第２のＳＰＳ解除ＰＤ
ＣＣＨの送信に使われた１番目のＣＣＥ(ｃｏｎｔｒｏｌ ｃｈａｎｎｅｌ ｅｌｅｍｅｎ
ｔ)に基づいて決定される。
【００１５】
前記第１のサービングセルで受信するＭ個のダウンリンクサブフレームで対応するＰＤＣ
ＣＨがないＳＰＳ ＰＤＳＣＨを受信する場合、前記４個の候補リソースのうち、第１の
リソースは、上位階層信号により設定される４個のリソースの中から一つが選択され、前
記選択される一つのリソースは、半静的スケジューリング活性化を指示するＰＤＣＣＨの
アップリンク送信電力制御フィールドにより指示される。
【００１６】
前記第１のサービングセルで受信するＭ個のダウンリンクサブフレームで、ＤＡＩ値とし
て１を有する第１のＰＤＣＣＨ検出により指示されるＰＤＳＣＨ又はＤＡＩ値として１を
有する第１のＳＰＳ(ｓｅｍｉ ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ)解除ＰＤＣ
ＣＨを受信する場合、前記４個の候補リソースのうち、第２のリソースは、前記第１のＰ
ＤＣＣＨ又は前記第１のＳＰＳ解除ＰＤＣＣＨの送信に使われた１番目のＣＣＥ(ｃｏｎ
ｔｒｏｌ ｃｈａｎｎｅｌ ｅｌｅｍｅｎｔ)に基づいて決定される。
【００１７】
前記第１のサービングセルで受信するＭ個のダウンリンクサブフレームで、ＤＡＩ値とし
て１を有する第３のＰＤＣＣＨ又はＤＡＩ値として２を有する第４のＰＤＣＣＨを受信し
、前記第３のＰＤＣＣＨ又は前記第４のＰＤＣＣＨ検出により指示されるＰＤＳＣＨを前
記第２のサービングセルで受信するＭ個のダウンリンクサブフレームで受信する場合、前
記４個の候補リソースのうち、第３のリソースは、前記第３のＰＤＣＣＨの送信に使われ
た１番目のＣＣＥ(ｃｏｎｔｒｏｌ ｃｈａｎｎｅｌ ｅｌｅｍｅｎｔ)に基づいて決定され
、第４のリソースは、前記第４のＰＤＣＣＨの送信に使われた１番目のＣＣＥ(ｃｏｎｔ
ｒｏｌ ｃｈａｎｎｅｌ ｅｌｅｍｅｎｔ)に基づいて決定される。
【００１８】
前記第２のサービングセルで受信するＭ個のダウンリンクサブフレームで少なくとも一つ
のＰＤＣＣＨを受信し、前記少なくとも一つのＰＤＣＣＨ検出により指示されるＰＤＳＣ
Ｈを前記第２のサービングセルで受信する場合、前記４個の候補リソースのうち、第３の
リソース及び第４のリソースは、上位階層信号により設定される４個のリソースの中から
選択され、前記選択されるリソースは、前記少なくとも一つのＰＤＣＣＨに含まれている
アップリンク送信電力制御フィールドにより指示される。
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【発明の効果】
【００１９】
複数のサービングセルをサポートするＴＤＤ(Ｔｉｍｅ Ｄｉｖｉｓｉｏｎ Ｄｕｐｌｅｘ)
システムにおいて、受信確認を送信する方法が提案される。基地局と端末との間のＡＣＫ
/ＮＡＣＫミスマッチ(ｍｉｓｍａｔｃｈ)を減らすことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】３ＧＰＰ ＬＴＥにおいて、ダウンリンク無線フレームの構造を示す。
【図２】３ＧＰＰ ＬＴＥにおいて、アップリンクサブフレームの構造を示す。
【図３】３ＧＰＰ ＬＴＥにおいて、ノーマルＣＰにおけるＰＵＣＣＨフォーマット１ｂ
を示す。
【図４】ＨＡＲＱ実行の一例を示す。
【図５】多重搬送波の一例を示す。
【図６】多重搬送波システムにおいて、交差搬送波スケジューリングを例示する。
【図７】３ＧＰＰ ＬＴＥにおいて、ＳＰＳスケジューリングの一例を示す。
【図８】バンドリングされたＡＣＫカウンタを利用する方法を例示する。
【図９】連続したＡＣＫカウンタを利用する方法を例示する。
【図１０】前述した交差搬送波スケジューリング時、ＡＣＫ/ＮＡＣＫリソース割当方式
を示す。
【図１１】前述した交差搬送波スケジューリング時、ＡＣＫ/ＮＡＣＫリソース割当方式
の変形例である。
【図１２】交差搬送波スケジューリング時、ＳＰＳ ＰＤＳＣＨ送信がある場合、ＡＣＫ/
ＮＡＣＫリソース割当方式を例示する。
【図１３】交差搬送波スケジューリングが設定された場合、チャネル選択のためのリソー
ス割当の一例を示す。
【図１４】交差搬送波スケジューリングが設定された場合、チャネル選択のためのリソー
ス割当の他の例を示す。
【図１５】非交差搬送波スケジューリングが設定された場合、リソース割当方式の一例で
ある。
【図１６】本発明の実施例が具現される無線機器を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
端末(Ｕｓｅｒ Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ、ＵＥ)は、固定されてもよいし、移動性を有しても
よく、ＭＳ(ｍｏｂｉｌｅ ｓｔａｔｉｏｎ)、ＭＴ(ｍｏｂｉｌｅ ｔｅｒｍｉｎａｌ)、Ｕ
Ｔ(ｕｓｅｒ ｔｅｒｍｉｎａｌ)、ＳＳ(ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ ｓｔａｔｉｏｎ)、無線機
器(ｗｉｒｅｌｅｓｓ ｄｅｖｉｃｅ)、ＰＤＡ(ｐｅｒｓｏｎａｌ ｄｉｇｉｔａｌ ａｓｓ
ｉｓｔａｎｔ)、無線モデム(ｗｉｒｅｌｅｓｓ ｍｏｄｅｍ)、携帯機器(ｈａｎｄｈｅｌ
ｄ ｄｅｖｉｃｅ)等、他の用語で呼ばれることもある。
【００２２】
基地局は、一般的に端末と通信する固定局(ｆｉｘｅｄ ｓｔａｔｉｏｎ)を意味し、ｅＮ
Ｂ(ｅｖｏｌｖｅｄ－ＮｏｄｅＢ)、ＢＴＳ(Ｂａｓｅ Ｔｒａｎｓｃｅｉｖｅｒ Ｓｙｓｔ
ｅｍ)、アクセスポイント(Ａｃｃｅｓｓ Ｐｏｉｎｔ)等、他の用語で呼ばれることもある
。
【００２３】
図１は、３ＧＰＰ ＬＴＥにおいて、ダウンリンク無線フレームの構造を示す。これは３
ＧＰＰ ＴＳ ３６.２１１ Ｖ８.７.０(２００９－０５)「Ｅｖｏｌｖｅｄ Ｕｎｉｖｅｒ
ｓａｌ Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ Ｒａｄｉｏ Ａｃｃｅｓｓ(Ｅ－ＵＴＲＡ)；Ｐｈｙｓｉ
ｃａｌ Ｃｈａｎｎｅｌｓ ａｎｄ Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ(Ｒｅｌｅａｓｅ ８)」の４節を
参照することができ、ＴＤＤ(Ｔｉｍｅ Ｄｉｖｉｓｉｏｎ Ｄｕｐｌｅｘ)のためのもので
ある。
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【００２４】
無線フレーム(ｒａｄｉｏ ｆｒａｍｅ)は、０～９のインデックスが付けられた１０個の
サブフレームを含む。一つのサブフレーム(ｓｕｂｆｒａｍｅ)は、２個の連続的なスロッ
トを含む。一つのサブフレームの送信にかかる時間をＴＴＩ(ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ 
ｔｉｍｅ ｉｎｔｅｒｖａｌ)といい、例えば、一つのサブフレームの長さは１ｍｓであり
、一つのスロットの長さは０.５ｍｓである。
【００２５】
一つのスロットは、時間領域で複数のＯＦＤＭ(ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ ｆｒｅｑｕｅｎｃ
ｙ ｄｉｖｉｓｉｏｎ ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ)シンボルを含むことができる。ＯＦＤ
Ｍシンボルは、３ＧＰＰ ＬＴＥがダウンリンク(ｄｏｗｎｌｉｎｋ；ＤＬ)でＯＦＤＭＡ(
ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ ｄｉｖｉｓｉｏｎ ｍｕｌｔｉｐｌｅ ａｃｃ
ｅｓｓ)を使用するため、時間領域で一つのシンボル区間(ｓｙｍｂｏｌ ｐｅｒｉｏｄ)を
表現するためのものに過ぎず、多重接続方式や名称に制限をおくものではない。例えば、
ＯＦＤＭシンボルは、ＳＣ－ＦＤＭＡ(ｓｉｎｇｌｅ ｃａｒｒｉｅｒ－ｆｒｅｑｕｅｎｃ
ｙ ｄｉｖｉｓｉｏｎ ｍｕｌｔｉｐｌｅ ａｃｃｅｓｓ)シンボル、シンボル区間など、他
の名称で呼ばれることもある。
【００２６】
一つのスロットは、７ＯＦＤＭシンボルを含むことを例示的に記述するが、ＣＰ(Ｃｙｃ
ｌｉｃ Ｐｒｅｆｉｘ)の長さによって一つのスロットに含まれるＯＦＤＭシンボルの数は
変わることができる。３ＧＰＰ ＴＳ ３６.２１１ Ｖ８.７.０によると、正規ＣＰで、１
スロットは７ＯＦＤＭシンボルを含み、拡張(ｅｘｔｅｎｄｅｄ)ＣＰで、１スロットは６
ＯＦＤＭシンボルを含む。
【００２７】
リソースブロック(ｒｅｓｏｕｒｃｅ ｂｌｏｃｋ；ＲＢ)は、リソース割当単位であり、
一つのスロットで複数の副搬送波を含む。例えば、一つのスロットが時間領域で７個のＯ
ＦＤＭシンボルを含み、リソースブロックが周波数領域で１２個の副搬送波を含む場合、
一つのリソースブロックは、７×１２個のリソース要素(ｒｅｓｏｕｒｃｅ ｅｌｅｍｅｎ
ｔ；ＲＥ)を含むことができる。
【００２８】
インデックス＃１とインデックス＃６を有するサブフレームは、スペシャルサブフレーム
といい、ＤｗＰＴＳ(Ｄｏｗｎｌｉｎｋ Ｐｉｌｏｔ Ｔｉｍｅ Ｓｌｏｔ；ＤｗＰＴＳ)、
ＧＰ(Ｇｕａｒｄ Ｐｅｒｉｏｄ)、及びＵｐＰＴＳ(Ｕｐｌｉｎｋ Ｐｉｌｏｔ Ｔｉｍｅ 
Ｓｌｏｔ)を含む。ＤｗＰＴＳは、端末での初期セル探索、同期化又はチャネル推定に使
われる。ＵｐＰＴＳは、基地局でのチャネル推定と端末のアップリンク送信同期を合わせ
るときに使われる。ＧＰは、アップリンクとダウンリンクとの間にダウンリンク信号の多
重経路遅延によりアップリンクで発生する干渉を除去するための区間である。
【００２９】
ＴＤＤでは一つの無線フレームにＤＬ(ｄｏｗｎｌｉｎｋ)サブフレームとＵＬ(Ｕｐｌｉ
ｎｋ)サブフレームが共存する。表１は、無線フレームの設定(ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏ
ｎ)の一例を示す。
【００３０】
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【表１】

【００３１】
「Ｄ」はＤＬサブフレームを示し、「Ｕ」はＵＬサブフレームを示し、「Ｓ」はスペシャ
ルサブフレームを示す。基地局からＵＬ－ＤＬ設定を受信すると、端末は無線フレームの
設定によっていずれのサブフレームがＤＬサブフレームかＵＬサブフレームかを知ること
ができる。
【００３２】
ＤＬ(ｄｏｗｎｌｉｎｋ)サブフレームは、時間領域で制御領域(ｃｏｎｔｒｏｌ ｒｅｇｉ
ｏｎ)とデータ領域(ｄａｔａ ｒｅｇｉｏｎ)に分けられる。制御領域は、サブフレーム内
の第１のスロットの前方部の最大３個のＯＦＤＭシンボルを含むが、制御領域に含まれる
ＯＦＤＭシンボルの個数は変わることができる。制御領域にはＰＤＣＣＨ及び他の制御チ
ャネルが割り当てられ、データ領域にはＰＤＳＣＨが割り当てられる。
【００３３】
３ＧＰＰ ＴＳ ３６.２１１ Ｖ８.７.０に開示されているように、３ＧＰＰ ＬＴＥにお
いて、物理チャネルは、データチャネルであるＰＤＳＣＨ(Ｐｈｙｓｉｃａｌ Ｄｏｗｎｌ
ｉｎｋ Ｓｈａｒｅｄ Ｃｈａｎｎｅｌ)とＰＵＳＣＨ(Ｐｈｙｓｉｃａｌ Ｕｐｌｉｎｋ Ｓ
ｈａｒｅｄ Ｃｈａｎｎｅｌ)及び制御チャネルであるＰＤＣＣＨ(Ｐｈｙｓｉｃａｌ Ｄｏ
ｗｎｌｉｎｋ Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｃｈａｎｎｅｌ)、ＰＣＦＩＣＨ(Ｐｈｙｓｉｃａｌ Ｃｏ
ｎｔｒｏｌ Ｆｏｒｍａｔ Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ Ｃｈａｎｎｅｌ)、ＰＨＩＣＨ(Ｐｈｙｓ
ｉｃａｌ Ｈｙｂｒｉｄ－ＡＲＱ Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ Ｃｈａｎｎｅｌ)及びＰＵＣＣＨ(
Ｐｈｙｓｉｃａｌ Ｕｐｌｉｎｋ Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｃｈａｎｎｅｌ)に分けられる。
【００３４】
サブフレームの１番目のＯＦＤＭシンボルで送信されるＰＣＦＩＣＨは、サブフレーム内
で制御チャネルの送信に使われるＯＦＤＭシンボルの数(即ち、制御領域の大きさ)に関す
るＣＦＩ(ｃｏｎｔｒｏｌ ｆｏｒｍａｔ ｉｎｄｉｃａｔｏｒ)を伝送する。まず、端末は
、ＰＣＦＩＣＨ上にＣＦＩを受信した後、ＰＤＣＣＨをモニタリングする。ＰＤＣＣＨと
違って、ＰＣＦＩＣＨは、ブラインドデコーディングを使用せずに、サブフレームの固定
されたＰＣＦＩＣＨリソースを介して送信される。
【００３５】
ＰＨＩＣＨは、アップリンクＨＡＲＱ(ｈｙｂｒｉｄ ａｕｔｏｍａｔｉｃ ｒｅｐｅａｔ 
ｒｅｑｕｅｓｔ)のためのＡＣＫ(ｐｏｓｉｔｉｖｅ－ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ)/
ＮＡＣＫ(ｎｅｇａｔｉｖｅ－ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ)信号を伝送する。端末に
より送信されるＰＵＳＣＨ上のＵＬ(ｕｐｌｉｎｋ)データに対するＡＣＫ/ＮＡＣＫ信号
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はＰＨＩＣＨ上に送信される。
【００３６】
ＰＢＣＨ(Ｐｈｙｓｉｃａｌ Ｂｒｏａｄｃａｓｔ Ｃｈａｎｎｅｌ)は、無線フレームの１
番目のサブフレームの２番目のスロットの前方部の４個のＯＦＤＭシンボルで送信される
。ＰＢＣＨは、端末が基地局との通信に必須なシステム情報を伝送し、ＰＢＣＨを介して
送信されるシステム情報をＭＩＢ(ｍａｓｔｅｒ ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ ｂｌｏｃｋ)と
いう。これと比較して、ＰＤＣＣＨにより指示されるＰＤＳＣＨ上に送信されるシステム
情報をＳＩＢ(ｓｙｓｔｅｍ ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ ｂｌｏｃｋ)という。
【００３７】
ＰＤＣＣＨは、一つ又は複数個の連続的なＣＣＥ(Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｃｈａｎｎｅｌ Ｅｌ
ｅｍｅｎｔｓ)の集約(ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ)上に送信される。ＣＣＥは、無線チャネ
ルの状態による符号化率をＰＤＣＣＨに提供するために使われる論理的割当単位である。
ＣＣＥは、複数のリソース要素グループ(ｒｅｓｏｕｒｃｅ ｅｌｅｍｅｎｔ ｇｒｏｕｐ
；ＲＥＧ)に対応される。ＣＣＥの数とＣＣＥにより提供される符号化率の連関関係によ
ってＰＤＣＣＨのフォーマット及び可能なＰＤＣＣＨのビット数が決定される。
【００３８】
ＰＤＣＣＨを介して送信される制御情報をダウンリンク制御情報(ｄｏｗｎｌｉｎｋ ｃｏ
ｎｔｒｏｌ ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ；ＤＣＩ)という。ＤＣＩは、ＰＤＳＣＨのリソース
割当(これをＤＬグラント(ｄｏｗｎｌｉｎｋ ｇｒａｎｔ)とも呼ぶ)、ＰＵＳＣＨのリソ
ース割当(これをＵＬグラント(ｕｐｌｉｎｋ ｇｒａｎｔ)とも呼ぶ)、任意のＵＥグルー
プ内の個別ＵＥに対する送信パワー制御命令の集約及び/又はＶｏＩＰ(Ｖｏｉｃｅ ｏｖ
ｅｒ Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Ｐｒｏｔｏｃｏｌ)の活性化を含むことができる。
【００３９】
３ＧＰＰ ＬＴＥではＰＤＣＣＨの検出のためにブラインドデコーディング(ｂｌｉｎｄ 
ｄｅｃｏｄｉｎｇ)を使用する。ブラインドデコーディングは、受信されるＰＤＣＣＨ(こ
れを候補(ｃａｎｄｉｄａｔｅ)ＰＤＣＣＨという)のＣＲＣに所望の識別子をデマスキン
グし、ＣＲＣエラーをチェックして該当ＰＤＣＣＨが自分の制御チャネルかどうかを確認
する方式である。
【００４０】
基地局は、端末に送ろうとするＤＣＩによってＰＤＣＣＨフォーマットを決定した後、Ｄ
ＣＩにＣＲＣ(Ｃｙｃｌｉｃ Ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ Ｃｈｅｃｋ)を付け、ＰＤＣＣＨの所
有者(ｏｗｎｅｒ)や用途によって固有な識別子(これをＲＮＴＩ(Ｒａｄｉｏ Ｎｅｔｗｏ
ｒｋ Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ)という)をＣＲＣにマスキングする。
【００４１】
図２は、３ＧＰＰ ＬＴＥにおいて、アップリンクサブフレームの構造を示す。
【００４２】
アップリンクサブフレームは、周波数領域で、アップリンク制御情報を伝送するＰＵＣＣ
Ｈ(Ｐｈｙｓｉｃａｌ Ｕｐｌｉｎｋ Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｃｈａｎｎｅｌ)が割り当てられる
制御領域(ｒｅｇｉｏｎ)とユーザデータを伝送するＰＵＳＣＨ(Ｐｈｙｓｉｃａｌ Ｕｐｌ
ｉｎｋ Ｓｈａｒｅｄ Ｃｈａｎｎｅｌ)が割り当てられるデータ領域に分けられる。
【００４３】
ＰＵＣＣＨは、サブフレームでリソースブロック(ＲＢ)対(ｐａｉｒ)で割り当てられる。
ＲＢ対に属するＲＢは、第１のスロットと第２のスロットの各々で互いに異なる副搬送波
を占める。ｍは、サブフレーム内でＰＵＣＣＨに割り当てられたＲＢ対の論理的な周波数
領域位置を示す位置インデックスである。同じｍ値を有するＲＢが２個のスロットで互い
に異なる副搬送波を占めていることを示す。
【００４４】
３ＧＰＰ ＴＳ ３６.２１１ Ｖ８.７.０によると、ＰＵＣＣＨは、多重フォーマットをサ
ポートする。ＰＵＣＣＨフォーマットに従属した変調方式(ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ ｓｃｈ
ｅｍｅ)によってサブフレーム当たり互いに異なるビット数を有するＰＵＣＣＨを使用す
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ることができる。
【００４５】
以下の表２は、ＰＵＣＣＨフォーマットによる変調方式(Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ Ｓｃｈｅ
ｍｅ)及びサブフレーム当たりビット数の例を示す。
【００４６】
【表２】

【００４７】
ＰＵＣＣＨフォーマット１はＳＲ(Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ Ｒｅｑｕｅｓｔ)の送信に使わ
れ、ＰＵＣＣＨフォーマット１ａ/１ｂはＨＡＲＱのためのＡＣＫ/ＮＡＣＫ信号の送信に
使われ、ＰＵＣＣＨフォーマット２はＣＱＩの送信に使われ、ＰＵＣＣＨフォーマット２
ａ/２ｂはＣＱＩ及びＡＣＫ/ＮＡＣＫ信号の同時(ｓｉｍｕｌｔａｎｅｏｕｓ)送信に使わ
れる。サブフレームで。ＡＣＫ/ＮＡＣＫ信号のみを送信する時、ＰＵＣＣＨフォーマッ
ト１ａ/１ｂが使われ、ＳＲが単独に送信される時、ＰＵＣＣＨフォーマット１が使われ
る。ＳＲとＡＣＫ/ＮＡＣＫを同時に送信する時にはＰＵＣＣＨフォーマット１が使われ
、ＳＲに割り当てられたリソースにＡＣＫ/ＮＡＣＫ信号を変調して送信する。
【００４８】
全てのＰＵＣＣＨフォーマットは、各ＯＦＤＭシンボルでシーケンスの循環シフト(ｃｙ
ｃｌｉ ｃｓｈｉｆｔ；ＣＳ)を使用する。循環シフトされたシーケンスは、基本シーケン
ス(ｂａｓｅ ｓｅｑｕｅｎｃｅ)を特定ＣＳ量(ｃｙｃｌｉｃ ｓｈｉｆｔ ａｍｏｕｎｔ)
ほど循環シフトさせて生成される。特定ＣＳ量は、循環シフトインデックス(ＣＳ ｉｎｄ
ｅｘ)により指示される。
【００４９】
基本シーケンスｒu(ｎ)を定義した一例は、以下の数式の通りである。
【００５０】

【数１】

【００５１】
ここで、ｕはルートインデックス(ｒｏｏｔ ｉｎｄｅｘ)であり、ｎは要素インデックス
であり、０＝ｎ＝Ｎ－１、Ｎは基本シーケンスの長さである。ｂ(ｎ)は、３ＧＰＰ ＴＳ 
３６.２１１ Ｖ８.７.０の５.５節で定義されている。
【００５２】
シーケンスの長さは、シーケンスに含まれる要素(ｅｌｅｍｅｎｔ)の数の同じである。ｕ
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は、セルＩＤ(ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ)、無線フレーム内のスロット番号などにより決まる
ことができる。基本シーケンスが周波数領域で一つのリソースブロックにマッピング(ｍ
ａｐｐｉｎｇ)されるとする時、一つのリソースブロックが１２副搬送波を含むため、基
本シーケンスの長さＮは１２となる。他のルートインデックスによって他の基本シーケン
スが定義される。
【００５３】
基本シーケンスｒ(ｎ)を以下の数式２のように循環シフトさせ、循環シフトされたシーケ
ンスｒ(ｎ,Ｉcs)を生成することができる。
【００５４】
【数２】

【００５５】
ここで、Ｉcsは、ＣＳ量を示す循環シフトインデックスである(０≦Ｉcs≦Ｎ－１)。
【００５６】
基本シーケンスの可用(ａｖａｉｌａｂｌｅ)循環シフトインデックスは、ＣＳ間隔(ＣＳ 
ｉｎｔｅｒｖａｌ)によって基本シーケンスから得る(ｄｅｒｉｖｅ)ことができる循環シ
フトインデックスを意味する。例えば、基本シーケンスの長さが１２であり、ＣＳ間隔が
１の場合、基本シーケンスの可用循環シフトインデックスの総個数は１２となる。又は、
基本シーケンスの長さが１２であり、ＣＳ間隔が２の場合、基本シーケンスの可用循環シ
フトインデックスの総数は６となる。
【００５７】
以下、ＰＵＣＣＨフォーマット１ｂでのＨＡＲＱ ＡＣＫ/ＮＡＣＫ信号の送信に対して記
述する。
【００５８】
図３は、３ＧＰＰ ＬＴＥにおいて、ノーマルＣＰにおけるＰＵＣＣＨフォーマット１ｂ
を示す。
【００５９】
一つのスロットは７個のＯＦＤＭシンボルを含み、３個のＯＦＤＭシンボルは基準信号の
ためのＲＳ(Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ Ｓｉｇｎａｌ)ＯＦＤＭシンボルとなり、４個のＯＦＤ
ＭシンボルはＡＣＫ/ＮＡＣＫ信号のためのデータＯＦＤＭシンボルとなる。
【００６０】
ＰＵＣＣＨフォーマット１ｂではエンコーディングされた２ビットＡＣＫ/ＮＡＣＫ信号
をＱＰＳＫ(Ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ Ｐｈａｓｅ Ｓｈｉｆｔ Ｋｅｙｉｎｇ)変調すること
で、変調シンボルｄ(０)が生成される。
【００６１】
循環シフトインデックスＩcsは、無線フレーム内のスロット番号(ｎs)及び/又はスロット
内のシンボルインデックス(ｌ)によって変わることができる。
【００６２】
ノーマルＣＰで、一つのスロットにＡＣＫ/ＮＡＣＫ信号の送信のために４個のデータＯ
ＦＤＭシンボルがあるため、各データＯＦＤＭシンボルで対応する循環シフトインデック
スをＩcs0,Ｉcs1,Ｉcs2,Ｉcs3であると仮定する。
【００６３】
変調シンボルｄ(０)は、循環シフトされたシーケンスｒ(ｎ,Ｉcs)に拡散される。スロッ
トで(ｉ＋１)番目のＯＦＤＭシンボルに対応する一次元拡散されたシーケンスをｍ(ｉ)と
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する時、
【００６４】
｛ｍ(０),ｍ(１),ｍ(２),ｍ(３)｝＝｛ｄ(０)ｒ(ｎ,Ｉcs0),ｄ(０)ｒ(ｎ,Ｉcs1),ｄ(０)
ｒ(ｎ,Ｉcs2),ｄ(０)ｒ(ｎ,Ｉcs3)｝で表すことができる。
【００６５】
端末容量を増加させるために、一次元拡散されたシーケンスは、直交シーケンスを利用し
て拡散されることができる。拡散係数(ｓｐｒｅａｄｉｎｇ ｆａｃｔｏｒ)Ｋ＝４である
直交シーケンスｗi(ｋ)(ｉは、シーケンスインデックスであり、０≦ｋ≦Ｋ－１)であり
、次のようなシーケンスを使用する。
【００６６】
【表３】

【００６７】
拡散係数Ｋ＝３である直交シーケンスｗi(ｋ)(ｉは、シーケンスインデックスであり、０
≦ｋ≦Ｋ－１)であり、次のようなシーケンスを使用する。
【００６８】

【表４】

【００６９】
スロット毎に異なる拡散係数を使用することができる。
【００７０】
したがって、任意の直交シーケンスインデックスｉが与えられる時、２次元拡散されたシ
ーケンス｛ｓ(０),ｓ(１),ｓ(２),ｓ(３)｝は、次のように示すことができる。
【００７１】
｛ｓ(０),ｓ(１),ｓ(２),ｓ(３)｝＝｛ｗi(０)ｍ(０),ｗi(１)ｍ(１),ｗi(２)ｍ(２),ｗi

(３)ｍ(３)｝
【００７２】
２次元拡散されたシーケンス｛ｓ(０),ｓ(１),ｓ(２),ｓ(３)｝は、ＩＦＦＴが実行され
た後、対応するＯＦＤＭシンボルで送信される。これで、ＡＣＫ/ＮＡＣＫ信号がＰＵＣ
ＣＨ上に送信されるものである。
【００７３】
ＰＵＣＣＨフォーマット１ｂの基準信号も基本シーケンスｒ(ｎ)を循環シフトさせた後、
直交シーケンスに拡散させて送信される。３個のＲＳ　ＯＦＤＭシンボルに対応する循環
シフトインデックスをＩcs4、Ｉcs5、Ｉcs6とする時、３個の循環シフトされたシーケン
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スｒ(ｎ,Ｉcs4)、ｒ(ｎ,Ｉcs5)、ｒ(ｎ,Ｉcs6)を得ることができる。この３個の循環シフ
トされたシーケンスは、Ｋ＝３である直交シーケンスｗRS

i(ｋ)に拡散される。
【００７４】
直交シーケンスインデックスｉ、循環シフトインデックスＩcs、及びリソースブロックイ
ンデックスｍは、ＰＵＣＣＨを構成するために必要なパラメータであり、ＰＵＣＣＨ(又
は、端末)を区分するために使われるリソースである。可用循環シフトの個数が１２であ
り、可用直交シーケンスインデックスの個数が３場合、総３６個の端末に対するＰＵＣＣ
Ｈが一つのリソースブロックに多重化されることができる。
【００７５】
３ＧＰＰ ＬＴＥでは端末がＰＵＣＣＨを構成するための３個のパラメータを取得するた
めに、リソースインデックスｎ(1)

PUCCHが定義される。リソースインデックスｎ(1)
PUCCH

＝ｎCCE＋Ｎ(1)
PUCCHと定義され、ｎCCEは、対応するＤＣＩ(即ち、ＡＣＫ/ＮＡＣＫ信号

に対応するダウンリンクデータの受信に使われたダウンリンクリソース割当)の送信に使
われる１番目のＣＣＥの番号であり、Ｎ(1)

PUCCHは、基地局が端末に上位階層メッセージ
を介して知らせるパラメータである。
【００７６】
ＡＣＫ/ＮＡＣＫ信号の送信に使われる時間、周波数、コードリソースをＡＣＫ/ＮＡＣＫ
リソース又はＰＵＣＣＨリソースという。前述したように、ＡＣＫ/ＮＡＣＫ信号をＰＵ
ＣＣＨ上に送信するために必要なＡＣＫ/ＮＡＣＫリソースのインデックス(ＡＣＫ/ＮＡ
ＣＫリソースインデックス又はＰＵＣＣＨインデックスという)は、直交シーケンスイン
デックスｉ、循環シフトインデックスＩcs、リソースブロックインデックスｍ、及び３個
のインデックスを求めるためのインデックスのうち少なくともいずれか一つで表現される
ことができる。ＡＣＫ/ＮＡＣＫリソースは、直交シーケンス、循環シフト、リソースブ
ロック、及びこれらの組合せのうち少なくともいずれか一つを含むことができる。
【００７７】
図４は、ＨＡＲＱ実行の一例を示す。
【００７８】
端末は、ＰＤＣＣＨをモニタリングし、ｎ番目のＤＬサブフレームでＰＤＣＣＨ５０１上
にＤＬリソース割当を含むＤＬグラントを受信する。端末は、ＤＬリソース割当により指
示されるＰＤＳＣＨ５０２を介してＤＬトランスポートブロック(ｔｒａｎｓｐｏｒｔ ｂ
ｌｏｃｋ)を受信する。
【００７９】
端末は、ｎ＋４番目のＵＬサブフレームでＰＵＣＣＨ５１１上にＤＬトランスポートブロ
ックに対するＡＣＫ/ＮＡＣＫ応答を送信する。ＡＣＫ/ＮＡＣＫ応答は、ＤＬトランスポ
ートブロックに対する受信確認(ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ)
である。
【００８０】
ＡＣＫ/ＮＡＣＫ信号は、ＤＬトランスポートブロックが成功的にデコーディングされる
とＡＣＫ信号になり、ＤＬトランスポートブロックのデコーディングに失敗するとＮＡＣ
Ｋ信号になる。基地局は、ＮＡＣＫ信号が受信される場合、ＡＣＫ信号が受信されたり、
最大再送信回数までＤＬトランスポートブロックの再送信を実行したりすることができる
。
【００８１】
３ＧＰＰ ＬＴＥではＰＵＣＣＨ５１１のためのリソースインデックスを設定するために
、端末はＰＤＣＣＨ５０１のリソース割当を利用する。即ち、ＰＤＣＣＨ５０１の送信に
使われる最も低いＣＣＥインデックス(又は、１番目のＣＣＥのインデックス)がｎCCEに
なり、ｎ(1)

PUCCH＝ｎCCE＋Ｎ(1)
PUCCHのようにリソースインデックスを決定するもので

ある。
【００８２】
以下、３ＧＰＰ ＬＴＥ ＴＤＤ(Ｔｉｍｅ Ｄｉｖｉｓｉｏｎ Ｄｕｐｌｅｘ)でのＨＡＲＱ
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のためのＡＣＫ/ＮＡＣＫ送信に対して記述する。
【００８３】
ＴＤＤは、ＦＤＤ(Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ Ｄｉｖｉｓｉｏｎ Ｄｕｐｌｅｘ)と違って、一つ
の無線フレームにＤＬサブフレームとＵＬサブフレームが共存する。一般的にＵＬサブフ
レームの個数がＤＬサブフレームの個数より少ない。したがって、ＡＣＫ/ＮＡＣＫ信号
を送信するためのＵＬサブフレームが足りない場合を対比し、複数のＤＬトランスポート
ブロックに対する複数のＡＣＫ/ＮＡＣＫ信号を一つのＵＬサブフレームで送信すること
をサポートしている。
【００８４】
３ＧＰＰ ＴＳ ３６.２１３ Ｖ８.７.０(２００９－０５)の１０.１節によると、バンド
リング(ｂｕｎｄｌｉｎｇ)とチャネル選択(ｃｈａｎｎｅｌ ｓｅｌｅｃｔｉｏｎ)の二つ
のＡＣＫ/ＮＡＣＫモードが開始される。
【００８５】
第一に、バンドリングは、端末が受信したＰＤＳＣＨ(即ち、ダウンリンクトランスポー
トブロック)のデコーディングに全部成功するとＡＣＫを送信し、以外の場合はＮＡＣＫ
を送信することである。これをＡＮＤ動作という。
【００８６】
ただし、バンドリングは、ＡＮＤ動作に制限されるものではなく、複数のトランスポート
ブロック(又は、コードワード)に対応するＡＣＫ/ＮＡＣＫビットを圧縮する多様な動作
を含むことができる。例えば、バンドリングは、ＡＣＫ(又は、ＮＡＣＫ)の個数をカウン
ティングした値や連続的なＡＣＫの個数を示すようにすることができる。
【００８７】
第二に、チャネル選択は、ＡＣＫ/ＮＡＣＫ多重化(ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ)とも呼ば
れる。端末は、複数のＰＵＣＣＨリソースのうち一つのＰＵＣＣＨリソースを選択してＡ
ＣＫ/ＮＡＣＫを送信する。
【００８８】
以下の表は、３ＧＰＰ ＬＴＥでＵＬ－ＤＬ設定によるＵＬサブフレームｎと連結された(
ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ)ＤＬサブフレームｎ－ｋ、ここで、ｋ∈Ｋ、Ｍは、集約Ｋの要素
の個数を示す。
【００８９】
【表５】
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【００９０】
ＵＬサブフレームｎにＭ個のＤＬサブフレームが連結されていると仮定し、Ｍ＝３を考慮
する。３個のＤＬサブフレームから３個のＰＤＣＣＨを受信することができるため、端末
は、３個のＰＵＣＣＨリソース(ｎ(1)

PUCCH,0,ｎ
(1)

PUCCH,1,ｎ
(1)

PUCCH,2)を取得するこ
とができる。チャネル選択の例は、以下の表の通りである。
【００９１】
【表６】

【００９２】
ＨＡＲＱ－ＡＣＫ(ｉ)は、Ｍ個のダウンリンクサブフレームのうちｉ番目のダウンリンク
サブフレームに対するＡＣＫ/ＮＡＣＫを示す。ＤＴＸ(Ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ Ｔ
ｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ)は、該当するＤＬサブフレームでＰＤＳＣＨ上にＤＬトランス
ポートブロックを受信することができない、又は対応するＰＤＣＣＨを検出することがで
きないことを意味する。表６によると、３個のＰＵＣＣＨリソース(ｎ(1)

PUCCH,0、ｎ(1)

PUCCH,1、ｎ(1)
PUCCH,2)があり、ｂ(０)、ｂ(１)は、選択されたＰＵＣＣＨを利用して送

信される２個のビットである。
【００９３】
例えば、端末が３個のＤＬサブフレームで３個のＤＬトランスポートブロックを全部成功
的に受信すると、端末はｎ(1)

PUCCH,2を利用してビット(１,１)をＱＰＳＫ変調し、ＰＵ
ＣＣＨ上に送信する。端末が１番目(ｉ＝０)のＤＬサブフレームでＤＬトランスポートブ
ロックのデコーディングに失敗し、残りはデコーディングに成功すると、端末はｎ(1)

PUC

CH,2を利用してビット(１,０)をＰＵＣＣＨ上に送信する。
【００９４】
チャネル選択で、少なくとも一つのＡＣＫがある場合、ＮＡＣＫとＤＴＸは対になる(ｃ
ｏｕｐｌｅ)。これは予約された(ｒｅｓｅｒｖｅｄ)ＰＵＣＣＨリソースとＱＰＳＫシン
ボルの組合せでは全てのＡＣＫ/ＮＡＣＫ状態を示すことができないためである。しかし
、ＡＣＫがない場合、ＤＴＸはＮＡＣＫと分離される(ｄｅｃｏｕｐｌｅ)。
【００９５】
既存ＰＵＣＣＨフォーマット１ｂは、２ビットのＡＣＫ/ＮＡＣＫのみを送信することが
できる。しかし、チャネル選択は、割り当てられたＰＵＣＣＨリソースと実際ＡＣＫ/Ｎ
ＡＣＫ信号をリンクすることによって、より多いＡＣＫ/ＮＡＣＫ状態を示すものである
。
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【００９６】
一方、ＵＬサブフレームｎにＭ個のＤＬサブフレームが連結されているとする時、ＤＬサ
ブフレーム(又は、ＰＤＣＣＨ)の損失(ｍｉｓｓｉｎｇ)による基地局と端末との間のＡＣ
Ｋ/ＮＡＣＫミスマッチ(ｍｉｓｍａｔｃｈ)が発生することができる。
【００９７】
Ｍ＝３であり、基地局が３個のＤＬサブフレームを介して３個のＤＬトランスポートブロ
ックを送信するであると仮定する。端末は、２番目のＤＬサブフレームでＰＤＣＣＨをな
くして２番目のトランスポートブロックを全く受信することができず、残りの１番目と３
番目のトランスポートブロックのみを受信することができる。この時、バンドリングが使
われる場合、端末はＡＣＫを送信するようになるエラーが発生する。
【００９８】
このようなエラーを解決するためにＤＡＩ(Ｄｏｗｎｌｉｎｋ Ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ Ｉ
ｎｄｅｘ)がＰＤＣＣＨ上のＤＬグラントに含まれる。ＤＡＩは割り当てられたＰＤＳＣ
Ｈ送信を有するＰＤＣＣＨの蓄積された(ａｃｃｕｍｕｌａｔｉｖｅ)数を指示する。２ビ
ットのＤＡＩの値は１から順次増加し、ＤＡＩ＝４からは再びモジュロ－４演算が適用さ
れることができる。Ｍ＝５であり、五つのＤＬサブフレームが全部スケジューリングされ
ると、ＤＡＩ＝１、２、３、４、１の順に対応するＰＤＣＣＨに含まれることができる。
【００９９】
以下、多重搬送波(ｍｕｌｔｉｐｌｅ ｃａｒｒｉｅｒ)システムに対して記述する。
【０１００】
３ＧＰＰ ＬＴＥシステムは、ダウンリンク帯域幅とアップリンク帯域幅が異なるように
設定される場合をサポートするが、これは一つのコンポーネント搬送波(ｃｏｍｐｏｎｅ
ｎｔ ｃａｒｒｉｅｒ；ＣＣ)を前提にする。３ＧＰＰ ＬＴＥシステムは、最大２０ＭＨ
ｚをサポートし、アップリンク帯域幅とダウンリンク帯域幅は異なるが、アップリンクと
ダウンリンクの各々に一つのＣＣのみをサポートする。
【０１０１】
スペクトラム集約(ｓｐｅｃｔｒｕｍ ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ)(又は、帯域幅集約(ｂａ
ｎｄｗｉｄｔｈ ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ)、搬送波集約(ｃａｒｒｉｅｒ ａｇｇｒｅｇａ
ｔｉｏｎ)という)は、複数のＣＣをサポートすることである。例えば、２０ＭＨｚ帯域幅
を有する搬送波単位のグラニュラリティ(ｇｒａｎｕｌａｒｉｔｙ)として５個のＣＣが割
り当てられる場合、最大１００Ｍｈｚの帯域幅をサポートすることができる。
【０１０２】
一つのＤＬ ＣＣ又はＵＬ ＣＣとＤＬ ＣＣの対(ｐａｉｒ)は、一つのセルに対応される
ことができる。したがって、複数のＤＬ ＣＣを介して基地局と通信する端末は、複数の
サービングセルからサービスの提供を受けるということができる。
【０１０３】
図５は、多重搬送波の一例を示す。
【０１０４】
ＤＬ ＣＣとＵＬ ＣＣが各々３個ずつあるが、ＤＬ ＣＣとＵＬ ＣＣの個数に制限がある
ものてはない。各ＤＬ ＣＣでＰＤＣＣＨとＰＤＳＣＨが独立的に送信され、各ＵＬ ＣＣ
でＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨが独立的に送信される。ＤＬ ＣＣ－ＵＬ ＣＣ対が３個定義さ
れるため、端末は３個のサービングセルからサービスの提供を受けるということができる
。
【０１０５】
端末は、複数のＤＬ ＣＣでＰＤＣＣＨをモニタリングし、複数のＤＬ ＣＣを介して同時
にＤＬトランスポートブロックを受信することができる。端末は、複数のＵＬ ＣＣを介
して同時に複数のＵＬトランスポートブロックを送信することができる。
【０１０６】
ＤＬ ＣＣ＃１とＵＬ ＣＣ＃１の対が第１のサービングセルとなり、ＤＬ ＣＣ＃２とＵ
Ｌ ＣＣ＃２の対が第２のサービングセルとなり、ＤＬ ＣＣ＃３が第３のサービングセル
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となると仮定する。各サービングセルは、セルインデックス(Ｃｅｌｌ ｉｎｄｅｘ；ＣＩ
)を介して識別されることができる。ＣＩは、セル内で固有であり、又は端末－特定的で
ある。ここでは、第１乃至第３のサービングセルにＣＩ＝０、１、２が付与された例を示
す。
【０１０７】
サービングセルは、１次セル(ｐｒｉｍａｒｙ ｃｅｌｌ)と２次セル(ｓｅｃｏｎｄａｒｙ
 ｃｅｌｌ)に区分されることができる。１次セルは、１次周波数で動作し、端末である初
期連結確立過程を実行し、又は連結再確立過程を開始し、ハンドオーバ過程で１次セルと
指定されたセルである。１次セルは、基準セル(ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ ｃｅｌｌ)とも呼ば
れる。２次セルは、２次周波数で動作し、ＲＲＣ連結が確立された後に設定されることが
でき、追加的な無線リソースを提供するときに使われることができる。常に少なくとも一
つの１次セルが設定され、２次セルは上位階層シグナリング(例、ＲＲＣメッセージ)によ
り追加/修正/解除されることができる。
【０１０８】
１次セルのＣＩは固定されることができる。例えば、最も低いＣＩが１次セルのＣＩに指
定されることができる。以下、１次セルのＣＩは０であり、２次セルのＣＩは１から順次
割り当てられる仮定する。
【０１０９】
多重搬送波システムでは非交差搬送波スケジューリング(ｎｏｎ－ｃｒｏｓｓ ｃａｒｒｉ
ｅｒ ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ)と交差搬送波スケジューリング(ｃｒｏｓｓ ｃａｒｒｉｅｒ
 ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ)がサポートされることができる。
【０１１０】
非交差搬送波スケジューリングは、ＰＤＳＣＨとＰＤＳＣＨをスケジューリングするＰＤ
ＣＣＨが同一のダウンリンクＣＣを介して送信されるスケジューリング方法である。また
、ＰＵＳＣＨをスケジューリングするＰＤＣＣＨが送信されるダウンリンクＣＣとＰＵＳ
ＣＨが送信されるアップリンクＣＣが基本的にリンクされたＣＣであるスケジューリング
方法である。
【０１１１】
交差搬送波スケジューリングは、特定コンポーネント搬送波を介して送信されるＰＤＣＣ
Ｈを介して他のコンポーネント搬送波を介して送信されるＰＤＳＣＨのリソース割当をす
ることができるスケジューリング方法である。また、交差搬送波スケジューリングは、特
定コンポーネント搬送波と基本的にリンクされているコンポーネント搬送波以外の他のコ
ンポーネント搬送波を介して送信されるＰＵＳＣＨのリソース割当をすることができるス
ケジューリング方法である。即ち、ＰＤＣＣＨとＰＤＳＣＨが互いに異なるダウンリンク
ＣＣを介して送信されることができ、ＵＬグラントを含むＰＤＣＣＨが送信されたダウン
リンクＣＣとリンクされたアップリンクＣＣでない他のアップリンクＣＣを介してＰＵＳ
ＣＨが送信されることができる。交差搬送波スケジューリングをサポートするシステムで
はＰＤＣＣＨが制御情報を提供するＰＤＳＣＨ/ＰＵＳＣＨがいずれのＤＬ ＣＣ/ＵＬ Ｃ
Ｃを介して送信されるかを知らせる搬送波指示子が必要である。このような搬送波指示子
を含むフィールドを搬送波指示フィールド(ｃａｒｒｉｅｒ ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ ｆｉ
ｅｌｄ；ＣＩＦ)という。
【０１１２】
交差搬送波スケジューリングで、基地局は、ＰＤＣＣＨモニタリングＤＬ ＣＣ集約を設
定することができる。ＰＤＣＣＨモニタリングＤＬ ＣＣ集約は、集約された全体ＤＬ Ｃ
Ｃのうち一部ＤＬ ＣＣで構成され、交差搬送波スケジューリングが設定されると、端末
は、ＰＤＣＣＨモニタリングＤＬ ＣＣ集約に含まれているＤＬ ＣＣに対してのみＰＤＣ
ＣＨモニタリング/デコーディングを実行する。ＰＤＣＣＨモニタリングＤＬ ＣＣ集約は
、端末特定的、端末グループ特定的、又はセル特定的に設定されることができる。
【０１１３】
図６は、多重搬送波システムにおいて、交差搬送波スケジューリングを例示する。



(18) JP 2013-545421 A 2013.12.19

10

20

30

40

50

【０１１４】
図６を参照すると、３個のＤＬ ＣＣ(ＤＬ ＣＣ Ａ、ＤＬ ＣＣ Ｂ、ＤＬ ＣＣ Ｃ)が集
約され、ＤＬ ＣＣ ＡがＰＤＣＣＨモニタリングＤＬ ＣＣに設定されることができる。
端末は、ＤＬ ＣＣ ＡのＰＤＣＣＨを介してＤＬ ＣＣ Ａ、ＤＬ ＣＣ Ｂ、ＤＬ ＣＣ Ｃ
のＰＤＳＣＨに対するＤＬグラントを受信することができる。ＤＬ ＣＣ ＡのＰＤＣＣＨ
を介して送信されるＤＣＩにはＣＩＦが含まれることで、いずれのＤＬ ＣＣに対するＤ
ＣＩかを示すことができる。
【０１１５】
以下、ＳＰＳ(Ｓｅｍｉ－Ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ)スケジューリングに対して記述する。
【０１１６】
一般的に、端末は、ＰＤＣＣＨ上のＤＬグラントを受信した後、ＤＬグラントにより指示
されるＰＤＳＣＨを介してトランスポートブロックを受信する。これはトランスポートブ
ロック毎にＰＤＣＣＨモニタリングが実行されることを意味し、これを動的スケジューリ
ングという。
【０１１７】
ＳＰＳスケジューリングは予めＰＤＳＣＨリソースを定義し、端末はＰＤＣＣＨモニタリ
ング無しに予め定義されたリソースを介してトランスポートブロックを受信する。
【０１１８】
図７は、３ＧＰＰ ＬＴＥにおいて、ＳＰＳスケジューリングの一例を示す。これはＤＬ 
ＳＰＳを示すが、ＵＬ ＳＰＳも同様に適用される。
【０１１９】
まず、基地局は、端末にＲＲＣ(Ｒａｄｉｏ Ｒｅｓｏｕｒｃｅ Ｃｏｎｔｒｏｌ)メッセー
ジを介してＳＰＳ設定を送る。ＳＰＳ設定は、ＳＰＳ－Ｃ－ＲＮＴＩとＳＰＳ周期を含む
。ここで、ＳＰＳ周期は４サブフレームという。
【０１２０】
ＳＰＳが設定されるとしても、直ちにＳＰＳが実行されるものではない。端末は、ＣＲＣ
がＳＰＳ－Ｃ－ＲＮＴＩでマスキングされたＰＤＣＣＨ５０１をモニタリングし、ＳＰＳ
が活性化された後にＳＰＳを実行する。ＰＤＣＣＨ５０１上のＤＣＩに含まれるＮＤＩ＝
０の時、ＤＣＩ含まれる多様なフィールド(例えば、ＴＰＣ(ｔｒａｎｓｍｉｔ ｐｏｗｅ
ｒ ｃｏｍｍａｎｄ)、ＤＭＲＳ(ｄｅｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ ｓｉｇ
ｎａｌ)のＣＳ(Ｃｙｃｌｉｃ Ｓｈｉｆｔ)、ＭＣＳ(Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ ａｎｄ Ｃｏ
ｄｉｎｇ ｓｃｈｅｍｅ)、ＲＶ(ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ ｖｅｒｓｉｏｎ)、ＨＡＲＱプロ
セス番号、リソース割当)の値の組合せがＳＰＳ活性化と非活性化に使われる。
【０１２１】
ＳＰＳが活性化されると、端末はＰＤＣＣＨ上のＤＬグラントを受信しなくても、ＳＰＳ
周期にＰＤＳＣＨ上のトランスポートブロックを受信する。ＰＤＣＣＨ無しに受信される
ＰＤＳＣＨをＳＰＳ ＰＤＳＣＨという。ＳＰＳを非活性化するＰＤＣＣＨをＳＰＳ解除(
ｒｅｌｅａｓｅ)ＰＤＣＣＨという。
【０１２２】
以後、端末は、ＣＲＣがＳＰＳ－Ｃ－ＲＮＴＩでマスキングされたＰＤＣＣＨ５０２をモ
ニタリングし、ＳＰＳの非活性化を確認する。
【０１２３】
３ＧＰＰ ＬＴＥによると、ＳＰＳの活性化を指示するＰＤＣＣＨは、ＡＣＫ/ＮＡＣＫ応
答が不必要であるが、ＳＰＳの非活性化を指示するＳＰＳ解除ＰＤＣＣＨは、ＡＣＫ/Ｎ
ＡＣＫ応答を必要とする。以下、ＤＬトランスポートブロックは、ＳＰＳ解除ＰＤＣＣＨ
を含むこともできる。
【０１２４】
既存ＰＵＣＣＨフォーマット１ａ/１ｂによると、ＰＤＣＣＨからリソースインデックス
ｎ(1)

PUCCHを取得する。しかし、ＳＰＳスケジューリングによると、ＰＤＳＣＨと連結さ
れたＰＤＣＣＨが受信されないため、予め割り当てられたリソースインデックスが使われ
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る。
【０１２５】
以下、本発明によるＴＤＤシステムでのＡＣＫ/ＮＡＣＫ送信に対して記述する。
【０１２６】
ＨＡＲＱのためのＡＣＫ/ＮＡＣＫ状態は、以下の三つの状態(ｓｔａｔｅ)のうち一つを
示す。
【０１２７】
－ＡＣＫ：ＰＤＳＣＨ上に受信されたトランスポートブロックのデコーディング成功
【０１２８】
－ＮＡＣＫ：ＰＤＳＣＨ上に受信されたトランスポートブロックのデコーディング失敗
【０１２９】
－ＤＴＸ：ＰＤＳＣＨ上のトランスポートブロック受信失敗。動的スケジューリングの場
合、ＰＤＣＣＨの受信失敗を意味する。
【０１３０】
表５に示すように、ＵＬ－ＤＬ構成によってＵＬサブフレームｎにＭ個のＤＬサブフレー
ムが連結されている。また、多重搬送波システムでは複数のＤＬ ＣＣの各々でのＭ個の
ＤＬサブフレームが一つのＵＬ ＣＣのＵＬサブフレームｎに連結されていてもよい。こ
の場合、ＡＣＫ/ＮＡＣＫを送信するＵＬサブフレームｎで送信することができるビット
数が複数のＤＬサブフレームに対するＡＣＫ/ＮＡＣＫ状態を全部表現するためのビット
数より少ない。したがって、ＡＣＫ/ＮＡＣＫをさらに少ない数のビットで表現するため
に、次のようなＡＣＫ/ＮＡＣＫ多重化方式が考慮されることができる。
【０１３１】
(１)バンドリングされたＡＣＫカウンタ(ｂｕｎｄｌｅｄ ＡＣＫ ｃｏｕｎｔｅｒ)：端末
は、各ＤＬ ＣＣで受信したデータが、ＤＴＸなしに全部ＡＣＫと判定された場合にのみ
ＡＣＫ個数を基地局に伝達することができる。即ち、端末は、受信したデータの一つでも
ＮＡＣＫ又はＤＴＸと判定された場合にはＡＣＫ個数を「０」と伝達する。端末は、受信
したＤＡＩの値を介してＡＣＫ/ＮＡＣＫの対象となるＰＤＳＣＨ(ＳＰＳ ＰＤＳＣＨは
除外)の個数を知ることができる。
【０１３２】
図８は、バンドリングされたＡＣＫカウンタを利用する方法を例示する。
【０１３３】
図８を参照すると、端末にＤＬ ＣＣ＃１、ＤＬ ＣＣ＃２が割り当てられる。ＤＬ ＣＣ
＃１で、ダウンリンクサブフレーム＃０、２、３でデータを受信し、全部ＡＣＫと判定さ
れた場合、端末は、ＡＣＫの個数が３個という情報を送信する。一方、ＤＬ ＣＣ＃２で
、ダウンリンクサブフレーム＃０、１、３でデータを受信し、ダウンリンクサブフレーム
＃３で受信したデータに対してＮＡＣＫと判定された。したがって、端末は、ＡＣＫの個
数が０個という情報を送信する。
【０１３４】
(２)連続したＡＣＫカウンタ(ｃｏｎｓｅｃｕｔｉｖｅ ＡＣＫ ｃｏｕｎｔｅｒ)：端末は
、各ＤＬ ＣＣのＭ個のサブフレームで最初のサブフレームからＤＴＸがなく連続してＡ
ＣＫと判定されたサブフレームに対しては累積されたＡＣＫ個数を伝達することができる
。
【０１３５】
図９は、連続したＡＣＫカウンタを利用する方法を例示する。
【０１３６】
図９を参照すると、端末にＤＬ ＣＣ＃１、ＤＬ ＣＣ＃２が割り当てられている。端末が
ＤＬ ＣＣ＃１のダウンリンクサブフレーム＃０、２、３でデータを受信し、このような
データでＤＴＸなしに連続してＡＣＫと判定されたデータは３個である。このような場合
、端末は、累積されたＡＣＫ個数、即ち、３個をＡＣＫ個数値で送信する。
【０１３７】



(20) JP 2013-545421 A 2013.12.19

10

20

30

40

一方、ＤＬ ＣＣ＃２のダウンリンクサブフレーム＃０、１、３でデータを受信し、ダウ
ンリンクサブフレーム＃０、１で受信したデータは成功的にデコーディングしてＡＣＫと
判定されたが、ダウンリンクサブフレーム＃３で受信したデータに対してはＮＡＣＫと判
定された。このような場合、端末は、連続してＡＣＫと判定されたデータが２個であるた
め、累積されたＡＣＫ個数２個をＡＣＫ個数値で送信する。以下、本発明は、連続したＡ
ＣＫカウンタを利用することを仮定して説明する。即ち、以下の説明で、ＴＤＤシステム
、２個のサービングセル、連続したＡＣＫカウンタ、チャネル選択を使用するＰＵＣＣＨ
フォーマット１ｂを使用してＴＤＤ ＨＡＲＱ－ＡＣＫを多重化して送信する方法を例示
するが、本発明はこれに制限されるものではない。即ち、本発明は、２個のサービングセ
ルを集約するＴＤＤシステムでチャネル選択を使用する場合に一般的に適用されることが
できる。
【０１３８】
ＤＬ ＣＣ別にＡＣＫ個数情報を効率的に伝達するためにはチャネル選択方式が使われる
ことができる。チャネル選択のために、まず、各ＤＬ ＣＣ別ＡＣＫ個数を以下の表のよ
うな状態(ｓｔａｔｅ)でマッピングすることができる。状態は２ビット情報を含む。
【０１３９】
【表７】

【０１４０】
例えば、端末にＤＬ ＣＣ＃１、ＤＬ ＣＣ＃２が設定され、一つのＵＬサブフレームに連
結されたＭ個のＤＬサブフレームが３個(即ち、Ｍ＝３)と仮定する。この時、端末がＤＬ
 ＣＣ＃１で３個の連続したＡＣＫが発生し、ＤＬ ＣＣ＃２で２個の連続したＡＣＫが発
生したと仮定すると 、端末は、ＤＬ ＣＣ＃１に対するＡＣＫ個数(Ｂ０,Ｂ１)を｛Ａ,Ａ
｝にマッピングし、ＤＬ ＣＣ＃２に対するＡＣＫ個数(Ｂ１,Ｂ２)を｛Ｎ,Ａ｝のような
状態でマッピングする。
【０１４１】
以下の表８及び表９は、ＡＣＫ個数情報を伝達するために使われるチャネル選択方式を示
す。
【０１４２】
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【表８】

【０１４３】
【表９】

【０１４４】
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表８及び表９で、Ｈ０、Ｈ１、Ｈ２、Ｈ３は、チャネル選択のためのＰＵＣＣＨリソース
(ｎ(1)

PUCCH)を便宜上簡単に表記したものである。即ち、Ｈ０はｎ(1)
PUCCH,0、Ｈ１はｎ

(1)
PUCCH,1を意味し、Ｈ２はｎ(1)

PUCCH,2を意味し、Ｈ３はｎ(1)
PUCCH,3を意味する(以

下、同一)。また、信号配列(ｃｏｎｓｔｅｌｌａｔｉｏｎ)で１は「００」を示し、－１
は「１１」を示し、ｊは「１０」、－ｊは「０１」を示す。Ｈ０乃至Ｈ３と信号配列を前
述したように表記すると、表８は、以下の表１０及び表１１のように示すことができる。
表１０はＭ＝３である場合であり、表１１はＭ＝４である場合である。
【０１４５】
【表１０】

【０１４６】
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【表１２】

【０１４７】
表１０、１１で、１次セルはプライマリセルを意味し、２次セルはセコンダリーセルを意
味し、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ(ｊ)はＤＡＩ値としてｊ＋１を有するＰＤＣＣＨがスケジューリ
ングするＰＤＳＣＨに対応するＡＣＫ/ＮＡＣＫ、又はＡＣＫ/ＮＡＣＫ応答を要求するＰ
ＤＣＣＨ、例えば、半静的スケジューリングの解除を指示するＳＰＳ解除ＰＤＣＣＨに対
応するＡＣＫ/ＮＡＣＫを意味する(ｊは、０≦ｊ≦Ｍ－１である)。ただ、ＳＰＳ ＰＤＳ
ＣＨがある場合、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ(０)はＳＰＳ ＰＤＳＣＨに対するＡＣＫ/ＮＡＣＫを



(25) JP 2013-545421 A 2013.12.19

10

20

30

40

50

意味し、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ(ｊ>０)はＤＡＩ値がｊであるＰＤＣＣＨがスケジュールする
ＰＤＳＣＨに対応するＡＣＫ/ＮＡＣＫを意味する。
【０１４８】
以下、前述したチャネル選択を利用するＰＵＣＣＨフォーマット１ｂでＡＣＫ/ＮＡＣＫ
を多重化して送信するためにリソースを割り当てる方法に対して説明する。以下、ＴＤＤ
モードを仮定し、Ｍは２より大きく、２個のサービングセルが設定された場合を仮定する
。前述したように、Ｍは、各ＤＬ ＣＣで一つのＵＬサブフレームに対応するＤＬサブフ
レームの個数である。このような場合、チャネル選択のためには総４個のリソース(ｎ(1)

PUCCH,0、ｎ(1)
PUCCH,1、ｎ(1)

PUCCH,2、ｎ(1)
PUCCH,3)が割り当てられ、４個のリソース

のうちいずれか一つが選択されてＡＣＫ/ＮＡＣＫ情報が送信される。この時、どのよう
な方法で４個のリソースを割り当てるかが問題になる。
【０１４９】
［交差搬送波スケジューリング設定時チャネル選択でリソース割当方法］
【０１５０】
１．ＳＰＳ ＰＤＳＣＨ送信がない場合
【０１５１】
交差搬送波スケジューリングが設定される場合、端末は、プライマリセルでのみＰＤＳＣ
ＨをスケジューリングするＰＤＣＣＨ、ＳＰＳ解除ＰＤＣＣＨを受信するようになる。も
し、プライマリセルでＳＰＳ ＰＤＳＣＨ送信がない場合、又はＳＰＳ ＰＤＳＣＨを受信
するように設定されたサブフレームがない場合は、チャネル選択に利用されるリソースは
動的に割り当てられることができる。
【０１５２】
即ち、プライマリセルをスケジューリングするＰＤＣＣＨ(ＰＤＳＣＨをスケジューリン
グする一般的なＰＤＣＣＨだけでなく、ＡＣＫ/ＮＡＣＫ応答を要求する任意のＰＤＣＣ
Ｈ、例えば、ＳＰＳ解除ＰＤＣＣＨ)を含む。以下、本発明で便宜上ＰＤＳＣＨをスケジ
ューリングする一般的なＰＤＣＣＨとＳＰＳ解除ＰＤＣＣＨを例示して説明するが、これ
に制限されず、ＡＣＫ/ＮＡＣＫ応答を要求する任意のＰＤＣＣＨが含まれることができ
る。プライマリセルをスケジューリングするＰＤＣＣＨのうち、ＤＡＩ値が最も小さい２
個のＰＤＣＣＨとリンクされた２個の動的リソース、そしてセコンダリーセルをスケジュ
ーリングするＰＤＣＣＨのうちＤＡＩ値が最も小さい２個のＰＤＣＣＨとリンクされた２
個の動的リソースをチャネル選択のために割り当てることができる。
【０１５３】
例えば、端末がプライマリセルのサブフレームｎ－ｋmでＤＡＩ値が１又は２を有するＰ
ＤＣＣＨを検出し、ＰＤＣＣＨにより指示されるＰＤＳＣＨをプライマリセルで受信する
場合、又はプライマリセルのサブフレームｎ－ｋmでＤＡＩ値が１又は２を有するＳＰＳ
解除ＰＤＣＣＨを検出した場合、ＡＣＫ/ＮＡＣＫを送信するためのＰＵＣＣＨリソース
ｎ(1)

PUCCH,iは、以下の数式３のように割り当てられることができる。ここで、ｋm∈Ｋ
であり、ｋmでのＰＤＣＣＨのＤＡＩ値が１又は２である。Ｋは、表５を参照して説明し
た。
【０１５４】
　数式３
ｎ(1)

PUCCH,i＝(Ｍ－ｍ－１)ｘＮc＋ｍｘＮc+1＋ｎCCE,m＋Ｎ(1)
PUCCH

【０１５５】
ここで、ｃは｛０,１,２,３｝のうちＮｃ≦ｎCCE,m<Ｎc+1を満たすように選択される。Ｎ
(1)

PUCCHは、上位階層信号により設定される値である。ＮC＝ｍａｘ｛０,ｆｌｏｏｒ[ＮD

L
RBｘ(ＮRB

scｘｃ－４)/３６]｝である。ＮDL
RBはダウンリンク帯域幅設定、ＮRB

scは副
搬送波個数で表示されるリソースブロックの周波数領域での大きさである。ｎCCE,mは、
サブフレームｎ－ｋmで該当ＰＤＣＣＨの送信に使われた１番目のＣＣＥ番号である。
【０１５６】
数式３で、ｎ(1)

PUCCH,0、即ち、ｉ＝０はＤＡＩ値が１であるＰＤＣＣＨ(プライマリセ
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ルをスケジューリングするＰＤＣＣＨ)に対応して動的に決定されたＰＵＣＣＨリソース
であり、ｎ(1)

PUCCH,1、即ち、ｉ＝１はＤＡＩ値が２であるＰＤＣＣＨ(プライマリセル
をスケジューリングするＰＤＣＣＨ)に対応して動的に決定されたＰＵＣＣＨリソースで
ある。
【０１５７】
端末がプライマリセルのサブフレームｎ－ｋmでＤＡＩ値が１又は２を有するＰＤＣＣＨ
を検出し、ＰＤＣＣＨにより指示されるＰＤＳＣＨをセコンダリーセルで受信する場合、
数式３のようにＰＵＣＣＨリソースを割り当て、この時のＰＤＣＣＨはセコンダリーセル
で送信されるＰＤＳＣＨをスケジューリングするＰＤＣＣＨであるという相違点がある。
即ち、ｎ(1)

PUCCH,2、即ち、ｉ＝２はＤＡＩ値が１であるＰＤＣＣＨ(セコンダリーセル
をスケジューリングするＰＤＣＣＨ)に対応して動的に決定されたＰＵＣＣＨリソースで
あり、ｎ(1)

PUCCH,3、即ち、ｉ＝３はＤＡＩ値が２であるＰＤＣＣＨ(セコンダリーセル
をスケジューリングするＰＤＣＣＨ)に対応して動的に決定されたＰＵＣＣＨリソースで
ある。
【０１５８】
図１０は、前述した交差搬送波スケジューリング時、ＡＣＫ/ＮＡＣＫリソース割当方式
を示す。
【０１５９】
図１０を参照すると、プライマリセルのダウンリンクサブフレーム＃０でＤＡＩ＝１であ
るＰＤＣＣＨを受信したため、このＰＤＣＣＨにリンクされたＨ０(即ち、ｎ(1)

PUCCH,0)
を割り当てる。また、ダウンリンクサブフレーム＃２でＤＡＩ＝２であるＰＤＣＣＨを受
信したため、このＰＤＣＣＨにリンクされたＨ１(即ち、ｎ(1)

PUCCH,1)を割り当てる。ま
た、セコンダリーセルのダウンリンクサブフレーム＃０、＃１のＰＤＳＣＨをスケジュー
リングするＰＤＣＣＨのＤＡＩ値が順に１、２に対応する場合、該当ＰＤＣＣＨとリンク
されたＨ２(即ち、ｎ(1)

PUCCH,2)、Ｈ３(即ち、ｎ(1)
PUCCH,3)を割り当てる。

【０１６０】
図１１は、前述した交差搬送波スケジューリング時、ＡＣＫ/ＮＡＣＫリソース割当方式
の変形例である。
【０１６１】
図１１は、図１０と比較して、端末がプライマリセルをスケジューリングするＰＤＣＣＨ
のうち、ＤＡＩ＝２を含むＰＤＣＣＨを受信することができないという相違点がある。こ
のような場合、端末はＤＡＩ＝１であるＰＤＣＣＨにリンクされたリソースＨ０、セコン
ダリーセルをスケジューリングするＰＤＣＣＨのうち、ＤＡＩ＝１、２であるＰＤＣＣＨ
にリンクされたリソースＨ２、Ｈ３のみを割り当てる。端末がＤＡＩ＝２であるＰＤＣＣ
Ｈ(プライマリセルをスケジューリングする)にリンクされたリソースＨ１を割り当てなく
ても問題にならない。なぜならば、表８に示すように、ＤＡＩ＝２を含むＰＤＣＣＨによ
りスケジューリングされるＰＤＳＣＨに対してＡＣＫを送信する場合にリソースＨ１が使
われる。しかし、端末は、ＤＡＩ＝２であるＰＤＣＣＨを受信することができなかったた
め、ＤＡＩ＝２を含むＰＤＣＣＨによりスケジューリングされるＰＤＳＣＨに対してＡＣ
Ｋを送信する場合は発生しない。結局、基地局と端末との間にＰＵＣＣＨリソース割当認
識にミスマッチが発生しても問題にならない。
【０１６２】
２．ＳＰＳ ＰＤＳＣＨ送信がある場合
【０１６３】
プライマリセルのダウンリンクサブフレームのうち、ＳＰＳ ＰＤＳＣＨが含まれる場合
には以下のようにチャネル選択のためのリソースを割り当てることができる。
【０１６４】
ＳＰＳ ＰＤＳＣＨは、スケジューリングするＰＤＣＣＨがないため、上位階層信号を介
してチャネル選択のためのリソースを予約し、予約したリソースをＨ０(即ち、ｎ(1)

PUCC

H,0)で割り当てることができる。例えば、ＲＲＣ信号を介して４個のリソース(第１のＰ
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ＵＣＣＨリソース、第２のＰＵＣＣＨリソース、第３のＰＵＣＣＨリソース、第４のＰＵ
ＣＣＨリソース)を予約し、ＳＰＳスケジューリングを活性化するＰＤＣＣＨのＴＰＣ(ｔ
ｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ ｐｏｗｅｒ ｃｏｎｔｒｏｌ)フィールドを介して一つのリソー
スを指示することができる。
【０１６５】
以下の表は、ＴＰＣフィールド値によってチャネル選択のためのリソースを指示する一例
である。
【０１６６】
【表１３】

【０１６７】
プライマリセルでＤＡＩ＝１を含むＰＤＣＣＨ(ＳＰＳ解除ＰＤＣＣＨ含む)とリンクされ
たリソースをＨ１(即ち、ｎ(1)

PUCCH,1)で割り当てる。セコンダリーセルをスケジューリ
ングするＰＤＣＣＨのうち、ＤＡＩ＝１、ＤＡＩ＝２を含むＰＤＣＣＨとリンクされた動
的リソースは、各々、Ｈ２(即ち、ｎ(1)

PUCCH,2)、Ｈ３(即ち、ｎ(1)
PUCCH,3)になる。こ

の時、数式３を利用することができる。
【０１６８】
図１２は、交差搬送波スケジューリング時、ＳＰＳ ＰＤＳＣＨ送信がある場合、ＡＣＫ/
ＮＡＣＫリソース割当方式を例示する。図１２は、表８によってチャネル選択を実行する
場合を仮定する。
【０１６９】
図１２を参照すると、端末は、プライマリセルのダウンリンクサブフレーム＃３でＳＰＳ
 ＰＤＳＣＨを受信すると、上位階層信号として予約されたリソースをＨ０で割り当てる
。プライマリセルでＤＡＩ＝１を含むＰＤＣＣＨとリンクされたリソースがＨ１で割り当
てられ、セコンダリーセルをスケジューリングするＰＤＣＣＨのうち、ＤＡＩ＝１を含む
ＰＤＣＣＨとリンクされたリソースはＨ２で割り当てられ、ＤＡＩ＝２を含むＰＤＣＣＨ
とリンクされたリソースはＨ３で割り当てられる。
【０１７０】
もし、表９によるチャネル選択を使用する場合、Ｈ３リソースは、上位階層信号を利用し
て予め確保した後、ＰＤＣＣＨの動的シグナリングを介して選択する式に変形することも
できる。
【０１７１】
端末がＤＡＩ＝１、２を含むＰＤＣＣＨを受信することができない場合、該当リソースは
、表８乃至表１０の特性上マッピングに使われないため、該当リソースは空いておき、残
りのリソースのみでチャネル選択を利用することができる。
【０１７２】
基地局は、ＡＣＫ/ＮＡＣＫを検出するために、ＳＰＳで割り当てられたＰＵＣＣＨフォ
ーマット１ａ/１ｂリソースと基地局で送信したＰＤＣＣＨのうち、ＤＡＩ＝１、２を有
するＰＤＣＣＨにリンクされたリソースのみを検索してチャネル選択方式にＡＣＫ/ＮＡ
ＣＫを検出することができる。このような方法によると、ＰＵＣＣＨリソースのミスマッ
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チを予防することができる。
【０１７３】
［非交差搬送波スケジューリング設定時チャネル選択でリソース割当方法]
【０１７４】
非交差搬送波スケジューリングが設定される場合、プライマリセルではプライマリセルで
送信されるＰＤＳＣＨをスケジューリングするＰＤＣＣＨ(又は、ＳＰＳ解除ＰＤＣＣＨ)
が送信され、セコンダリーセルではセコンダリーセルで送信されるＰＤＳＣＨをスケジュ
ーリングするＰＤＣＣＨが送信される。このような場合、チャネル選択のための４個のリ
ソースは次のような方法により割り当てられる。
【０１７５】
まず、プライマリセルにＳＰＳ ＰＤＳＣＨ送信がない場合、プライマリセルに送信され
るＰＤＳＣＨをスケジューリングするＰＤＣＣＨ(ＳＰＳ解除ＰＤＣＣＨ含む)のうち、Ｄ
ＡＩ値が１、２であるＰＤＣＣＨとリンクされた２個のリソースがＨ０、Ｈ１で割り当て
られる。この時、数式３を利用することができる。
【０１７６】
プライマリセルのダウンリンクサブフレームのうち、ＳＰＳ ＰＤＳＣＨが含まれる場合
には上位階層信号を介してチャネル選択のためのリソースを予約し、予約したリソースを
Ｈ０(即ち、ｎ(1)

PUCCH,0)で割り当てることができる。例えば、ＲＲＣ信号を介して４個
のリソース(第１のＰＵＣＣＨリソース、第２のＰＵＣＣＨリソース、第３のＰＵＣＣＨ
リソース、第４のＰＵＣＣＨリソース)を予約し、ＳＰＳスケジューリングを活性化する
ＰＤＣＣＨのＴＰＣ(ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ ｐｏｗｅｒ ｃｏｎｔｒｏｌ)フィールド
を介して一つのリソースを指示することができる。そして、プライマリセルでＤＡＩ＝１
を含むＰＤＣＣＨ(ＳＰＳ解除ＰＤＣＣＨ含む)とリンクされたリソースをＨ１(即ち、ｎ(

1)
PUCCH,1)で割り当てる。

【０１７７】
そして、残りの２個のリソース(Ｈ２,Ｈ３)は、上位階層信号を利用して複数のリソース
を確保した後、複数のリソースのうち２個を選択する。この時、セコンダリーセルをスケ
ジューリングするＰＤＣＣＨに含まれているＴＰＣフィールドをＡＲＩ(ＡＣＫ/ＮＡＣＫ
 ｒｅｓｏｕｒｃｅ ｉｎｄｉｃａｔｏｒ)として専用し、複数のリソースのうち２個を選
択することができる。
【０１７８】
例えば、ＲＲＣ信号を利用して４個のリソース対(即ち、総８個のリソース)を確保した後
、２ビットＴＰＣフィールドのビット値によって４個のリソース対うちいずれか一つのリ
ソース対を指示することができる。
【０１７９】
この場合、セコンダリーセルのＭ個の該当ダウンリンクサブフレームでセコンダリーセル
をスケジューリングする全てのＰＤＣＣＨのＴＰＣフィールドが同一の値を有することが
でき、端末は全てのＰＤＣＣＨのＴＰＣフィールドが同一の値を有することを仮定するこ
とができる。
【０１８０】
又は、セコンダリーセルをスケジューリングするＰＤＣＣＨのうち、ＤＡＩ＝１であるＰ
ＤＣＣＨのＴＰＣフィールドのみＡＲＩとして専用し、ＤＡＩの値が１より大きいＰＤＣ
ＣＨのＴＰＣフィールドは、本来の用途、即ち、送信電力制御のために使用することがで
きる。端末がＤＡＩ＝１であるＰＤＣＣＨを受信することができない場合、端末はＡＣＫ
個数で「０」を送信するようになる。表８を参照すると、セコンダリーセルのＡＣＫ個数
が０個であるＡＣＫ/ＮＡＣＫは、Ｈ０、Ｈ１のみを利用するため、Ｈ２、Ｈ３のような
リソース割当は不必要である。
【０１８１】
又は、他の例として、ＲＲＣ信号を利用して８個のリソースを確保した後、２個の２ビッ
トＴＰＣフィールドを利用して２個のリソースを指示することができる。セコンダリーセ
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ルをスケジューリングするＰＤＣＣＨのうち、ＤＡＩ＝１であるＰＤＣＣＨのＴＰＣフィ
ールド及びＤＡＩ＝２であるＰＤＣＣＨのＴＰＣフィールドを利用することができる。セ
コンダリーセルをスケジューリングするＰＤＣＣＨのうちＤＡＩ値が２以上であるＰＤＣ
ＣＨに対してはＴＰＣフィールドを本来の用途の通り使用する。このような方法によると
、各ＴＰＣフィールドは、４個のリソースのうち一つを指示するため、２個のＴＰＣフィ
ールドを利用して独立的に２個のリソース(Ｈ２,Ｈ３)を指示することができる。したが
って、基地局のリソース活用度を高めることができる。
【０１８２】
以下、多重搬送波システムの各ＤＬ ＣＣで、一つのＵＬサブフレームで２個のＤＬサブ
フレームに対するＡＣＫ/ＮＡＣＫを送信する場合、即ち、Ｍ＝２である場合に対して説
明する。
【０１８３】
例えば、端末が２個のＤＬ ＣＣを集約し、ＤＬサブフレーム(ＳＦ)：ＵＬサブフレーム(
ＳＦ)＝２：１である場合を仮定する(即ち、２個のＤＬ ＳＦが一つのＵＬ ＳＦに連結さ
れた場合)。もし、２個のＤＬ ＣＣが全部ＭＩＭＯモードに設定されていない場合、バン
ドリング無しに４ビットＡＣＫ/ＮＡＣＫを４ビットチャネル選択を利用して送信するこ
とができる。
【０１８４】
２個のＤＬ ＣＣのうちいずれか一つのＤＬ ＣＣでもＭＩＭＯモードに設定されている場
合、空間バンドリングを利用してバンドリングされた４ビットＡＣＫ/ＮＡＣＫをチャネ
ル選択を利用して送信することができる。ここで、空間バンドリングとは、同一のサブフ
レームで受信した複数のトランスポートブロック(又は、コードワード)に対するＡＣＫ/
ＮＡＣＫにＡＮＤ動作を実行することを意味する。
【０１８５】
端末は、２個のＤＬ ＣＣを集約し、ＤＬ ＳＦ：ＵＬ ＳＦ＝２：１である場合、チャネ
ル選択を使用してＡＣＫ/ＮＡＣＫを送信することもできる。このような場合、チャネル
選択のためのリソース割当方式に対して説明する。本リソース割当方式は、基地局が認識
するＤＬ ＣＣの個数と端末が認識するＤＬ ＣＣの個数が互いに異なる場合又は基地局と
端末が各々認識するＤＬ ＳＦ：ＵＬ ＳＦの比が互いに異なる場合、ＡＣＫ/ＮＡＣＫ送
信に問題が発生しなくする方法である。
【０１８６】
２ビットＡＣＫ/ＮＡＣＫを送信するために使用するマッピングは、以下の表の通りであ
る。
【０１８７】
【表１４】

【０１８８】
方法Ａ．交差搬送波スケジューリングが設定された場合
【０１８９】
図１３は、交差搬送波スケジューリングが設定された場合、チャネル選択のためのリソー
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ス割当の一例を示す。
【０１９０】
交差搬送波スケジューリングが設定される場合、プライマリセルをスケジューリングする
ＰＤＣＣＨ及びセコンダリーセルをスケジューリングするＰＤＣＣＨは、全部プライマリ
セルを介して送信される。プライマリセルをスケジューリングするＰＤＣＣＨのうち、１
番目のＰＤＣＣＨ(例えば、ＤＬ ＳＦ＃０に含む)にリンクされたリソースをＨ０で割り
当て、２番目のＰＤＣＣＨ(例えば、ＤＬ ＳＦ＃１に含む)にリンクされたリソースをＨ
１で割り当てる。セコンダリーセルをスケジューリングするＰＤＣＣＨのうち、１番目の
ＰＤＣＣＨ(例えば、ＤＬ ＳＦ＃０に含む)にリンクされたリソースをＨ２で割り当て、
２番目のＰＤＣＣＨ(例えば、ＤＬ ＳＦ＃１に含む)にリンクされたリソースをＨ３で割
り当てる。端末が特定サブフレームで特定ＣＣをスケジューリングするＰＤＣＣＨを受信
することができない場合、該当リソースは、チャネル選択に使われないため、そのリソー
スは空いておき、残りの確保されたリソースのみを利用してチャネル選択を実行する。
【０１９１】
このような方式によりリソースを割り当てる場合、基地局と端末との間に設定されたＤＬ
 ＣＣ個数を互いに異なるように認識する場合にもＡＣＫ/ＮＡＣＫをエラーなしに送信す
ることができる。即ち、端末は、表８を利用してチャネル選択をし、基地局は、端末が表
１３を利用してチャネル選択をしていると誤認識する場合にもエラーが発生しない。なぜ
ならば、表８で、セコンダリーセルのＡＣＫ/ＮＡＣＫが全部Ｎ/Ｄである場合(即ち、セ
コンダリーセルのＡＣＫ個数が０であることを示す状態)と表１３がリソース、信号配列
などが同様であるためである。
【０１９２】
図１４は、交差搬送波スケジューリングが設定された場合チャネル選択のためのリソース
割当の他の例を示す。
【０１９３】
プライマリセルをスケジューリングするＰＤＣＣＨのうち、１番目のＰＤＣＣＨ(例えば
、ＤＬ ＳＦ＃０に含む)にリンクされたリソースをＨ０で割り当て、２番目のＰＤＣＣＨ
(例えば、ＤＬ ＳＦ＃１に含む)にリンクされたリソースをＨ１でなくＨ２で割り当てる
。セコンダリーセルをスケジューリングするＰＤＣＣＨのうち、１番目のＰＤＣＣＨ(例
えば、ＤＬ ＳＦ＃０に含む)にリンクされたリソースをＨ２でなくＨ１で割り当て、２番
目のＰＤＣＣＨ(例えば、ＤＬ ＳＦ＃１に含む)にリンクされたリソースをＨ３で割り当
てる。端末が特定サブフレームで特定ＣＣをスケジューリングするＰＤＣＣＨを受信する
ことができない場合、該当リソースは、チャネル選択に使われないため、そのリソースは
空いておき、残りの確保されたリソースのみを利用してチャネル選択を実行する。このよ
うな方式によりリソースを割り当てる場合、基地局と端末との間に設定されたＭ値、即ち
、一つのＵＬサブフレームに対応されるＤＬサブフレームの個数に誤認識があってもエラ
ーなしにＡＣＫ/ＮＡＣＫを送信することができる。例えば、端末は、ＤＬ ＳＦ：ＵＬ 
ＳＦ＝２：１に認識しているため、表８をチャネル選択テーブルとして利用し、基地局は
、ＤＬ ＳＦ：ＵＬ ＳＦ＝１：１に認識しているため、表１３をチャネル選択テーブルと
して利用する場合にもエラーが発生しない。
【０１９４】
方法Ｂ．非交差搬送波スケジューリングが設定された場合
【０１９５】
図１５は、非交差搬送波スケジューリングが設定された場合、リソース割当方式の一例で
ある。
【０１９６】
ダウンリンクサブフレーム＃０で、プライマリセルをスケジューリングするＰＤＣＣＨが
存在する場合、該当ＰＤＣＣＨとリンクされた動的リソースをＨ０に割り当て、ダウンリ
ンクサブフレーム＃１で、プライマリセルをスケジューリングするＰＤＣＣＨが存在する
場合、該当ＰＤＣＣＨとリンクされた動的リソースをＨ１に割り当てる。
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【０１９７】
そして、セコンダリーセルをスケジューリングするＰＤＣＣＨとリンクされた動的リソー
スは、チャネル選択に利用しない。その代わりに、セコンダリーセルのためのリソースを
上位階層信号を利用して予め確保しておき、セコンダリーセルをスケジューリングするＰ
ＤＣＣＨに含まれているＴＰＣをＡＲＩとして専用して選択する方式によりチャネル選択
のためのリソースを選択する。
【０１９８】
この時、セコンダリーセルをスケジューリングするＰＤＣＣＨに含まれているＴＰＣフィ
ールドをＡＲＩ(ＡＣＫ/ＮＡＣＫ ｒｅｓｏｕｒｃｅ ｉｎｄｉｃａｔｏｒ)で専用して２
個のリソースを選択することができる。例えば、ＲＲＣ信号を利用して４個のリソース対
(即ち、総８個のリソース)を確保した後、２ビットＴＰＣフィールドのビット値によって
４個のリソース対のうちいずれか一つのリソース対を指示することができる。この時、セ
コンダリーセルをスケジューリングするＰＤＣＣＨのうち、ＤＡＩ＝１であるＰＤＣＣＨ
のＴＰＣフィールドのみＡＲＩとして専用し、ＤＡＩの値が１より大きいＰＤＣＣＨのＴ
ＰＣフィールドは、本来の用途、即ち、送信電力制御のために使用することができる。
【０１９９】
他の例として、ＲＲＣ信号を利用して８個のリソースを確保した後、２個の２ビットＴＰ
Ｃフィールドを利用して２個のリソースを指示することもできる。セコンダリーセルをス
ケジューリングするＰＤＣＣＨのうち、ＤＡＩ＝１であるＰＤＣＣＨのＴＰＣフィールド
及びＤＡＩ＝２であるＰＤＣＣＨのＴＰＣフィールドを利用することができる。セコンダ
リーセルをスケジューリングするＰＤＣＣＨのうち、ＤＡＩ値が２以上であるＰＤＣＣＨ
に対してはＴＰＣフィールドを本来の用途の通り使用する。このような方法によると、各
ＴＰＣフィールドは、４個のリソースのうち一つを指示するため、２個のＴＰＣフィール
ドを利用して独立的に２個のリソース(Ｈ２,Ｈ３)を指示することができる。したがって
、基地局のリソース活用度を高めることができる。
【０２００】
図１６は、本発明の実施例が具現される無線機器を示すブロック図である。
【０２０１】
端末２０は、メモリ(ｍｅｍｏｒｙ)２２、プロセッサ(ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ)２１、及びＲ
Ｆ部(ＲＦ(ｒａｄｉｏ ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ)ｕｎｉｔ)２３を含む。メモリ２２は、プロ
セッサ２１と連結され、プロセッサ２１を駆動するための多様な情報を格納する。ＲＦ部
(２３)はプロセッサ２１と連結されて、無線信号を送信及び/又は受信する。プロセッサ
２１は、提案された機能、過程及び/又は方法を具現する。前述した実施例で、端末の動
作は、プロセッサ２１により具現されることができる。プロセッサ２１は、２個のサービ
ングセルの各々でアップリンクサブフレームｎと連結されたＭ個のダウンリンクサブフレ
ームを受信し、２個のサービングセルの各々で受信したＭ個のダウンリンクサブフレーム
らに基づいて４個の候補リソースを決定する。また、アップリンクサブフレームｎで４個
の候補リソースの中から選択された一つのリソースを利用することで、２個のサービング
セルの各々で受信したＭ個のダウンリンクサブフレームに対するＡＣＫ/ＮＡＣＫ応答を
送信する。この時、２個のサービングセルは、第１のサービングセル及び第２のサービン
グセルで構成され、４個の候補リソースのうち、第１のリソース及び第２のリソースは、
第１のサービングセルで受信されたＰＤＳＣＨ(ｐｈｙｓｉｃａｌ ｄｏｗｎｌｉｎｋ ｓ
ｈａｒｅｄ ｃｈａｎｎｅｌ)又は半静的スケジューリングを解除するＳＰＳ解除ＰＤＣＣ
Ｈに関連しており、第３のリソース及び第４のリソースは、第２のサービングセルで受信
されたＰＤＳＣＨに関連している。
【０２０２】
ＡＣＫ/ＮＡＣＫを構成し、ＰＵＳＣＨ又はＰＵＣＣＨ上にＡＣＫ/ＮＡＣＫを送信する。
【０２０３】
プロセッサは、ＡＳＩＣ(ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ ｉｎｔｅｇｒａｔ
ｅｄ ｃｉｒｃｕｉｔ)、他のチップセット、論理回路及び/又はデータ処理装置を含むこ
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とができる。メモリはＲＯＭ(ｒｅａｄ－ｏｎｌｙ ｍｅｍｏｒｙ)、ＲＡＭ(ｒａｎｄｏｍ
 ａｃｃｅｓｓ ｍｅｍｏｒｙ)、フラッシュメモリ、メモリカード、格納媒体及び/又は他
の格納装置を含むことができる。ＲＦ部は、無線信号を処理するためのベースバンド回路
を含むことができる。実施例がソフトウェアで具現される時、前述した技法は、前述した
機能を遂行するモジュール(過程、機能など)で具現されることができる。モジュールはメ
モリに格納され、プロセッサにより実行されることができる。メモリは、プロセッサの内
部又は外部にあり、よく知られた多様な手段によりプロセッサと連結されることができる
。
【０２０４】
前述した例示的なシステムで、方法は一連の段階又はブロックで順序図に基づいて説明さ
れているが、本発明は、段階の順序に限定されるものではなく、ある段階は前述と異なる
段階と異なる順序に又は同時に発生することができる。また、当業者であれば、順序図に
示す段階が排他的でなく、他の段階が含まれており、又は順序図の一つ又はそれ以上の段
階が本発明の範囲に影響を及ぼさずに削除可能であることを理解することができる。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】
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